
４月号
平成 27 年（2015 年）

№ 1,465

　３月１日（日）、伊勢崎市の商業施設「スマーク伊勢崎」で桐生きものファッショ
ンショーを行いました。一般公募で集まったモデルの皆さんや特別ゲストとして参
加した女優の橘実里さんなどが和装の魅力を紹介しました。

桐
生
き
も
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー



４月号
主な内容

Ｐ ２
Ｐ ７
Ｐ ９

Ｐ 10
Ｐ 11
Ｐ 12
Ｐ 13

Ｐ 17

Ｐ 23
Ｐ 24

Ｐ 26

Ｐ 28

・平成 27 年度市政方針
・平成 27 年度予算の概要
・第３子以降の給食費を補助し
ます
・子育て就労者市内居住奨励金
・桐生市環境先進都市将来構想
・名誉市民に笹川堯

たかし

さん
・地区別懇談会を開催しました
・桐生・みどり新市建設研究会 
  第２回研究会を開催しました
情報ひろば
・人口と世帯など
・各種相談案内
子育てナビゲーション
・乳・幼児健康診査など
けんこう情報
・休日当番医など
・まちはごみ箱ではありません

※本紙面上、費用の記載が無いものは無料、
申込方法の記載が無いものは申込不要とな
ります。

市役所・支所の業務時間
（土、日、祝日、年末年始を除く）

※市役所の住民基本台帳・戸籍業務と税
証明受付コーナーは午後6時30分まで

午前 8時 30分～午後５時 15分

日曜窓口
（住民基本台帳・戸籍に関する業務）

■市役所
期日＝４月５日・19 日
時間＝午前９時～午後４時
■新里支所、黒保根支所、境野公民館、
広沢公民館、梅田公民館、相生公民館、
川内公民館、菱公民館
期日＝４月５日
時間＝午前９時～午後４時
※５月３日は、祝日のため日曜窓口
はお休みになります。

キノピー

　
「
桐
生
版
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び

総
合
戦
略
」
の
策
定
な
ど
を
進
め
、

“
誰
も
が
住
み
た
い
と
思
え
る
ま

ち
、
誰
も
が
住
み
続
け
た
く
な
る

ま
ち
桐
生
”
の
具
現
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

○
企
業
誘
致

　
（
仮
称
）
桐
生
武
井
西
工
業
団

地
へ
の
誘
致
に
向
け
、
企
業
へ
の

本
格
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
開
始
し

ま
す
。

　これまでの財政再建の取り組みの結果、職員数の削減や
市債残高の圧縮などにより、財政状況は順調に改善されま
した。
　一方で、行うべき事業には率先して取り組み、それぞれ
の分野で着実な成果を上げています。
　平成 27年度は、これまでの成果を生かしながら、〝桐生
ならでは〟の地方創生を成し遂げるため、課題克服に向け
さらに知恵を絞り、〝元気・安心・未来〟の３本柱による
まちづくりを推進します。
　問い合わせは、企画課企画係（☎内線 524）へ。

〝元気・安心・未来〟の
まちづくりで、
〝桐生ならでは〟の
地方創生を目指します

平
成
27
年
度

市
政
方
針

元
気
で
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り

人
口
減
少
対
策

主
要
施
策
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○
企
業
支
援

　

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ

れ
る
「
機
械
要
素
技
術
展
」
に
桐

生
市
ブ
ー
ス
を
設
け
、
企
業
の
出

展
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　
「
中
小
企
業
新
規
取
引
先
開
拓

支
援
事
業
補
助
金
」に
よ
り
製
品
や

固
有
技
術
の
Ｐ
Ｒ
を
支
援
し
ま
す
。

　
「
台
北
テ
キ
ス
タ
イ
ル
フ
ェ
ア
」

へ
の
出
展
規
模
を
拡
大
し
、
よ
り

多
く
の
企
業
の
海
外
展
開
を
支
援

し
ま
す
。

○
地
域
産
業
の
活
性
化

　

企
業
訪
問
に
よ
り
、
的
確
に
実

情
を
把
握
し
、
市
内
企
業
が
持
つ

優
れ
た
技
術
力
な
ど
の
情
報
を
発

信
し
ま
す
。

　
「
織し
ょ
く
と都
桐
生
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
取

り
組
み
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

桐
生
織
物
記
念
館
織
物
資
料
展
示

室
を
地
場
産
業
の
振
興
に
も
つ
な

が
る
よ
う
に
活
用
し
ま
す
。

　

制
度
融
資
の
融
資
条
件
を
緩
和

す
る
な
ど
、
中
小
企
業
や
勤
労
者

の
資
金
需
要
に
対
応
し
ま
す
。

○
産
学
官
連
携

　

群
馬
大
学
理
工
学
部
と
の
産
学

官
連
携
体
制
を
強
化
し
な
が
ら
、

北
関
東
産
官
学
研
究
会
な
ど
と
も

連
携
し
、
先
端
技
術
や
成
長
産
業

が
生
ま
れ
や
す
い
環
境
を
整
備
し

ま
す
。

　
「
桐
生
市
創
業
支
援
事
業
計
画
」

に
基
づ
き
、
産
学
官
民
一
体
と
な

っ
た
創
業
支
援
体
制
の
強
化
や
創

業
支
援
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 　

日
本
女
子
大
学
被
服
学
科
と
連

携
し
た
「
繊
維
産
地
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業
」
な
ど
の
人
材
育
成

事
業
を
継
続
し
ま
す
。

○
雇
用
・
労
働
環
境
の
整
備

　

市
内
事
業
所
に
勤
務
す
る
市
外

在
住
子
育
て
世
帯
の
転
入
促
進
を

図
る
た
め
、「
子
育
て
就
労
者
市
内

居
住
奨
励
制
度
」を
創
設
し
ま
す
。

　
「
中
小
企
業
人
材
養
成
事
業
」

に
よ
り
、
人
材
養
成
の
た
め
の
研

修
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

○
商
業
振
興

　

イ
ベ
ン
ト
費
用
な
ど
を
助
成
し
、

商
店
街
の
活
性
化
や
集
客
力
向
上

を
支
援
し
ま
す
。

　

地
方
創
生
の
先
駆
け
と
な
る

「
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の

た
め
の
交
付
金
」
を
活
用
し
、
桐

生
商
工
会
議
所
と
の
連
携
に
よ
り

「
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
」
を
発
行
し
ま
す
。

○
空
き
店
舗
対
策

　

商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す

る
た
め
、「
中
心
市
街
地
空
き
店

舗
対
策
補
助
金
」
を
創
設
す
る
と

と
も
に
、「
中
心
市
街
地
空
き
店

舗
活
用
支
援
資
金
融
資
制
度
」
の

融
資
利
率
を
引
き
下
げ
ま
す
。

○
買
い
物
弱
者
対
策

　

移
動
販
売
や
宅
配
事
業
な
ど
の

実
態
を
把
握
し
た
上
で
、買
い
物
・

宅
配
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
を
行
い
、

買
い
物
弱
者
を
支
援
し
ま
す
。

○
農
業
・
畜
産
振
興

　
「
青
年
就
農
給
付
金
事
業
」
な

ど
を
活
用
し
、
新
規
就
農
者
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、「
農
地
中
間

管
理
事
業
」
に
よ
り
、
担
い
手
へ

の
農
地
の
集
積
化
を
進
め
ま
す
。

　

豚
流
行
性
下
痢
な
ど
の
発
生
を

防
止
す
る
た
め
、
防
疫
に
関
す
る

周
知
な
ど
を
行
い
、
組
織
的
な
自

衛
防
疫
を
推
進
し
ま
す
。

　

昨
年
２
月
の
大
雪
に
よ
り
被
災

し
た
農
業
用
施
設
の
再
建
支
援
を

継
続
し
ま
す
。

○
林
業
振
興

　

菱
町
の
大
規
模
林
野
火
災
の
跡

地
復
旧
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、

林
業
の
担
い
手
対
策
や
治
山
事
業

な
ど
を
継
続
し
ま
す
。

　

中
・
低
質
木
材
の
流
通
を
促
進

す
る
た
め
、
付
加
価
値
の
高
い
合

板
用
地
域
材
の
生
産
・
加
工
施
設

整
備
を
支
援
し
ま
す
。

○
有
害
鳥
獣
対
策

　

県
や
猟
友
会
と
と
も
に
、
大
型

捕
獲
お
り
の
導
入
に
よ
る
サ
ル
被

害
の
抑
制
を
行
う
と
と
も
に
、
イ

ノ
シ
シ
な
ど
の
捕
獲
対
策
や
シ
カ

な
ど
に
よ
る
森
林
の
剥
皮
被
害
対

策
を
強
化
し
ま
す
。

○
観
光
振
興

　

市
内
18
か
所
の
ぐ
ん
ま
絹
遺
産

施
設
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
繊

維
産
業
を
核
と
す
る
産
業
観
光
を

推
進
し
ま
す
。

　

旅
行
社
な
ど
を
対
象
に
「
桐
生

市
観
光
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
」
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
桐
生
市
観
光

Ｐ
Ｒ
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
ま
す
。

　

桐
生
明
治
館
や
星
野
長
太
郎
、

新
井
領
一
郎
な
ど
、
大
河
ド
ラ
マ

「
花
燃
ゆ
」
関
連
の
施
設
や
人
物

を
活
用
し
、
話
題
性
の
創
出
に
よ

る
誘
客
宣
伝
を
進
め
ま
す
。

○
定
住
促
進
・
交
流
人
口
増
加

　
「
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
」

や
「
お
試
し
暮
ら
し
住
宅
」、「
空

き
家
見
学
会
」
な
ど
を
継
続
す
る

ほ
か
、
桐
生
市
単
独
の
「
移
住
相

談
会
」
の
開
催
や
移
住
希
望
者
へ

の
積
極
的
な
情
報
発
信
を
行
い
ま

す
。

○
桐
生
新
町
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区（
重
伝
建
地
区
）の

ま
ち
並
み
保
存
・
歴
史
ま
ち
づ
く
り

　

重
伝
建
地
区
の
魅
力
を
高
め
る

た
め
、
一
般
公
開
を
視
野
に
入
れ

た
施
設
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

防
災
計
画
に
基
づ
く
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

　

市
内
に
現
存
す
る
歴
史
的
に
価

値
の
高
い
建
築
物
や
資
源
を
保

存
・
活
用
し
、
桐
生
の
歴
史
・
伝

統
・
文
化
を
継
承
し
て
い
く
た
め
、

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
の
策

定
を
進
め
ま
す
。

○
環
境
先
進
都
市

　

環
境
先
進
都
市
将
来
構
想
の
実

現
に
向
け
た
各
施
策
の
進
捗
状
況

を
第
三
者
組
織
で
点
検
し
、
構
想

の
実
効
性
を
高
め
ま
す
。

　

黒
保
根
支
所
に
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
と
蓄
電
池
を
導
入
し
ま

す
。

〝誰もが住みたいと思えるまち、誰もが住み続けたくなる
まち桐生〟の具現化に取り組みます

桐生商工会議所との連携により「スーパープレミアム付き商品
券」を発行します
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

　

市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
「
ゆ

い
」
で
は
、
社
会
に
貢
献
し
た
い

人
と
支
援
を
求
め
る
人
を
つ
な
げ

る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
端
末

に
よ
り
活
動
情
報
を
提
供
し
、
活

動
へ
の
自
主
的
な
参
加
を
促
進
し

ま
す
。

　

市
長
対
話
集
会
「
笑
顔
の
ふ
れ

あ
い
ト
ー
ク
」
を
引
き
続
き
開
催

す
る
と
と
も
に
、
よ
り
効
果
的
な

市
民
参
画
制
度
を
研
究
し
ま
す
。

○
男
女
共
同
参
画

　

国
が
提
唱
す
る
女
性
が
輝
く
社

会
づ
く
り
の
施
策
な
ど
を
勘
案
し

な
が
ら
、
新
た
な
男
女
共
同
参
画

計
画
の
作
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
道
路
網
整
備

　

北
関
東
自
動
車
道
な
ど
の
高
速

道
路
網
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
や
国

道
50
号
な
ど
基
幹
道
路
の
整
備
を

促
進
し
ま
す
。

　

県
と
連
携
し
な
が
ら
幸
橋
線
や

赤
岩
線
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

小
友
線
の
整
備
に
必
要
な
事
前
調

査
に
着
手
し
ま
す
。

○
公
園
・
景
観

　

梅
田
台
緑
地
を
都
市
公
園
と
し

て
整
備
す
る
と
と
も
に
、
桐
生
が

　

北
関
東
産
官
学
研
究
会
が
実
施

す
る
メ
イ
ド
・
イ
ン
桐
生
の
小
水

力
発
電
設
備
の
研
究
開
発
を
引
き

続
き
支
援
し
ま
す
。

○
自
然
環
境
の
保
全

　

カ
ッ
コ
ソ
ウ
協
議
会
を
中
心
に

国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
に
指
定

さ
れ
て
い
る
カ
ッ
コ
ソ
ウ
の
保
全

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
社
会
教
育

　

公
民
館
で
各
種
の
講
座
や
学
級

を
開
催
す
る
な
ど
、
学
習
の
機
会

や
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

図
書
館
の
利
便
性
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
」
を
継
続
し
ま
す
。

○
文
化
の
振
興

　

市
民
文
化
会
館
を
核
と
し
て
、

優
れ
た
芸
術
鑑
賞
の
機
会
を
設
け

る
ほ
か
、
大
川
美
術
館
を
支
援
す

る
な
ど
、
様
々
な
文
化
活
動
を
支

援
・
奨
励
し
ま
す
。

　

市
内
の
文
化
財
を
保
護
・
活
用

し
な
が
ら
、
そ
の
魅
力
を
広
く
伝

え
る
た
め
、
企
画
展
や
「
文
化
財

め
ぐ
り
」
を
実
施
し
ま
す
。

○
国
際
交
流

　

桐
生
市
国
際
交
流
協
会
と
連
携

し
、
国
際
姉
妹
都
市
と
の
交
流
事

業
を
継
続
す
る
ほ
か
、
多
言
語
情

報
の
提
供
や
相
談
業
務
を
行
い
ま

す
。

○
市
民
活
動

　

区
や
町
会
な
ど
の
運
営
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
市
民
活
動
団
体

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
生
か
し
た

岡
動
物
園
で
は
新
た
な
ラ
イ
オ
ン

舎
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
整
備
を

行
い
ま
す
。

　

景
観
法
に
基
づ
く
景
観
条
例
の

改
正
や
景
観
計
画
の
策
定
を
進
め

ま
す
。

○
国
土
調
査

　

梅
田
地
区
及
び
黒
保
根
地
区
の

調
査
を
継
続
し
ま
す
。

○
上
水
道

　
（
仮
称
）
梅
田
浄
水
場
の
平
成

32
年
度
の
完
成
を
目
指
し
、
送
水

管
布
設
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　

老
朽
配
水
管
の
布
設
替
え
な
ど

災
害
に
強
い
施
設
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
応
急
給
水
対
応
な
ど

危
機
管
理
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

　

新
た
に
取
り
組
む
「
水
道
水
源

保
全
事
業
」
や
「
水
道
Ｇ
Ｌ
Ｐ
」

に
よ
る
水
質
検
査
体
制
に
よ
り
、

水
道
水
源
の
安
定
確
保
と
水
質
の

保
全
に
努
め
ま
す
。

○
下
水
道

　

未
整
備
地
域
へ
の
普
及
促
進
に

努
め
る
と
と
も
に
、
雨
水
対
策
を

進
め
ま
す
。

　

老
朽
化
し
た
汚
泥
処
理
機
器
を

更
新
す
る
な
ど
、
施
設
を
適
正
に

維
持
管
理
す
る
と
と
も
に
、
境
野

水
処
理
セ
ン
タ
ー
全
体
の
長
寿
命

化
計
画
の
作
成
を
進
め
ま
す
。

○
健
康
づ
く
り

　

大
腸
が
ん
個
別
検
診
の
年
齢
制

限
の
上
限
を
撤
廃
し
、
対
象
を
40

歳
以
上
全
員
に
拡
大
し
ま
す
。

　

歯
周
疾
患
検
診
の
本
人
負
担
を

無
料
に
す
る
と
と
も
に
、
対
象
年

齢
に
30
歳
と
35
歳
を
加
え
ま
す
。

　

通
算
３
年
ま
で
と
し
て
い
た
不

妊
治
療
費
助
成
の
期
間
を
５
年
ま

で
に
延
長
し
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険

　

平
成
26
年
度
に
引
き
続
き
保
険

税
算
出
方
法
に
お
け
る
あ
ん
分
率

を
引
き
下
げ
ま
す
。

○
桐
生
厚
生
総
合
病
院

　
「
地
域
医
療
支
援
病
院
」
の
承

認
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
地
域
の

中
核
病
院
と
し
て
の
機
能
を
さ
ら

に
発
揮
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

医
師
の
研
究
・
研
修
体
制
を
整

備
す
る
な
ど
、
医
療
技
術
の
向
上

に
も
つ
な
が
る
医
師
確
保
対
策
を

支
援
し
ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
め
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
競
技
団
体

や
指
導
者
を
育
成
し
ま
す
。

　

桐
生
市
運
動
公
園
を
中
心
と
し

た
体
育
施
設
の
総
合
的
な
再
編
整

備
を
引
き
続
き
検
討
す
る
と
と
も

に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
桐
生
球

場
は
プ
ロ
野
球
イ
ー
ス
タ
ン
・
リ
ー

グ
の
公
式
戦
を
は
じ
め
、
各
種
大

会
の
誘
致
な
ど
に
有
効
活
用
し
ま

す
。

○
高
齢
者
福
祉

　

住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・

生
活
支
援
を
一
体
的
に
提
供
す
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
目
指
し
、「
第
６
期
桐
生
市
高

安
心
し
て

暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

梅田台緑地を都市公園として整備します 「台北テキスタイルフェア」への出展規模を
拡大し、多くの企業の海外展開を支援します
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齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
す
。

　

日
常
生
活
圏
域
を
５
圏
域
か
ら

８
圏
域
に
細
分
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、
黒
保
根
町
に

は
出
先
機
関
を
設
置
し
ま
す
。

　
「
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
」
で

は
、
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
を
活
動
場
所
と
し
て
拡
大
し
、

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
も
順
次

整
備
し
ま
す
。

○
障
害
者
福
祉

　
「
桐
生
市
障
害
福
祉
計
画
（
第

４
期
）」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
と

と
も
に
、
地
域
の
相
談
支
援
の
拠

点
と
し
て
総
合
的
、
専
門
的
な
相

談
業
務
な
ど
を
行
う
基
幹
相
談
支

援
事
業
を
開
始
し
、
相
談
支
援
体

制
を
強
化
し
ま
す
。

○
地
域
福
祉

　

一
人
一
人
の
暮
ら
し
を
地
域
全

体
で
支
え
合
え
る
ま
ち
の
実
現
を

目
指
し
、「
第
２
次
桐
生
市
地
域

福
祉
計
画
」
及
び
「
第
２
次
桐
生

市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　

新
た
に
施
行
す
る
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、「
自
立

相
談
支
援
事
業
」
や
「
住
居
確

保
給
付
金
」
の
支
給
な
ど
を
行
い

ま
す
。

○
斎
場
の
運
営

　

耐
震
診
断
結
果
を
踏
ま
え
、
斎

場
施
設
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

○
公
共
交
通

　

お
り
ひ
め
バ
ス
の
経
路
変
更
や

ダ
イ
ヤ
改
正
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
低
速
電
動
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
「
Ｍマ

ユ

Ａ
Ｙ
Ｕ
」
や
予
約
制
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
実
証
実
験
運
行
を
行

い
ま
す
。

　

桐
生
駅
と
西
桐
生
駅
を
結
ぶ
歩

道
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
新
桐

生
駅
の
駅
前
広
場
整
備
や
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
設
置
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
防
災

　

新
た
に
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等

に
指
定
さ
れ
た
地
域
に
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
毎
戸
配
布
す
る
と
と
も

に
、
地
域
と
市
の
協
働
に
よ
る
自

主
避
難
計
画
の
作
成
や
自
主
避
難

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
の
活
動
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
食
糧
や
生
活
物

資
の
備
蓄
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

農
業
用
た
め
池
の
多
い
新
里
町

で
は
、
た
め
池
の
耐
震
性
調
査
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
を
進
め
ま
す
。

○
生
活
環
境
の
保
全

　

大
気
、
水
質
、
臭
気
、
騒
音
な

ど
の
監
視
、
測
定
体
制
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
迅
速
な
苦
情
処
理

に
よ
る
問
題
の
早
期
解
決
を
図
り

ま
す
。

○
循
環
型
社
会
の
構
築

　

３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー

ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）
を
啓
発
す
る

と
と
も
に
、「
資
源
物
集
団
回
収

奨
励
制
度
」
の
拡
充
や
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
団
体
の
支
援
な
ど
を
行
い
、

ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
を

推
進
し
ま
す
。

　

社
会
情
勢
の
変
化
や
一
般
廃
棄

物
発
生
量
の
見
込
み
な
ど
を
踏
ま

え
、「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計

画
」
を
全
面
的
に
見
直
し
ま
す
。

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
基
幹
的
設
備

改
良
工
事
を
引
き
続
き
実
施
し
、

施
設
の
延
命
化
や
安
定
稼
動
を
図

り
ま
す
。

○
住
宅
対
策

　
「
桐
生
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
」

に
基
づ
き
、
市
営
住
宅
の
耐
震
化

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
好
評
を

得
て
い
る
「
住
環
境
改
善
助
成
事

業
」
は
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
対
策
の
一
環
と
し

て
、
最
高
２
０
０
万
円
を
補
助
す

る
「
住
宅
取
得
応
援
事
業
」
を
継

続
し
ま
す
。

○
空
き
家
対
策

　

空
家
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ

き
、
空
き
家
に
関
す
る
施
策
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

○
防
犯

　

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
情
報
を

迅
速
か
つ
正
確
に
提
供
す
る
と
と

も
に
、「
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」

に
よ
る
監
視
体
制
の
強
化
を
図
る

な
ど
、
防
犯
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

○
消
防
・
救
急
体
制

　

車
両
の
更
新
や
防
火
水
槽
の
設

置
を
計
画
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

消
防
団
の
団
員
の
活
動
服
更
新
や

無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
実
施
し
ま
す
。

　

老
朽
化
が
進
む
消
防
団
黒
保
根

方
面
団
第
１
分
団
の
移
転
・
新
築

を
実
施
し
ま
す
。

○
交
通
安
全

　

警
察
や
交
通
安
全
協
会
と
連
携

し
、
交
通
安
全
教
育
と
交
通
安
全

啓
発
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

「
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納

支
援
事
業
」
を
継
続
し
ま
す
。

○
消
費
者
保
護

　

巧
妙
化
す
る
悪
質
商
法
や
多
重

債
務
に
よ
る
悩
み
・
ト
ラ
ブ
ル
に

対
処
す
る
た
め
、
消
費
者
教
育
な

ど
の
啓
発
活
動
に
努
め
ま
す
。

○
子
育
て
支
援
全
般

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

質
の
高
い
教
育
・
保
育
を
提
供
す

る
た
め
、
よ
り
一
層
の
子
育
て
環

境
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
育
児
情
報
の
提

供
や
親
と
し
て
の
成
長
を
促
す
講

座
の
開
催
な
ど
、
結
婚
・
妊
娠
・

出
産
・
育
児
の
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
推
進
し
ま
す
。

　

発
達
障
害
児
の
保
育
環
境
づ
く

り
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、
新
た

に
「
子
ど
も
発
達
相
談
室
」
を
設

置
し
ま
す
。

子
供
の
た
め
の

未
来
づ
く
り

「黒保根町国際理解推進事業」では、英語でコミュニケーショ
ンを図る素地を養います

子育て世代の負担軽減を図るため、第３子以降の学校給食
費無料化を実施します
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児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
体
制

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、「
オ
レ

ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

継
続
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
育
て
中
の
親
子
の
相
互
交
流
の

場
な
ど
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」

に
関
す
る
情
報
発
信
機
能
や
相
談

体
制
を
整
備
し
ま
す
。

○
保
育
園

　
「
第
３
子
以
降
保
育
料
無
料
化

事
業
」
を
継
続
す
る
ほ
か
、「
病

児
病
後
児
保
育
事
業
」
な
ど
の
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
私
立
保
育

園
の
施
設
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

○
幼
稚
園

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」
の
開
始
に
伴
う
子
育
て
環
境

の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
保
育

園
と
同
様
に
「
第
３
子
以
降
保
育

料
無
料
化
事
業
」
を
継
続
し
ま
す
。

○
「
桐
生
を
好
き
な
子
供
」
を
育

て
る
事
業

　

子
供
の
夢
と
感
性
を
育
む
特
別

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム「
未
来
創
生
塾
」

は
、
人
気
が
高
く
募
集
人
員
が
拡

大
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
層
の
支

援
に
努
め
ま
す
。

○
学
校
教
育

　

子
供
の
学
力
向
上
に
資
す
る
た

め
、「
授
業
改
善
推
進
プ
ラ
ン
」

な
ど
に
基
づ
く
指
導
改
善
を
進
め

る
と
と
も
に
、
教
職
員
の
研
修
講

座
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

い
じ
め
の
未
然
防
止
や
早
期
発

見
な
ど
に
活
用
す
る
た
め
、
学
校

生
活
へ
の
意
欲
や
ク
ラ
ス
の
満
足

度
な
ど
を
測
定
す
る
心
理
検
査
を

導
入
し
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
、「
織
物
体
験
事

業
」
な
ど
に
よ
り
、
郷
土
を
愛
す

る
心
を
育
む
と
と
も
に
、
学
習
の

楽
し
さ
を
体
感
し
、
進
ん
で
学
ぶ

子
供
を
育
成
し
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
保
育
料

や
保
育
内
容
の
統
一
化
を
検
討
し

ま
す
。

　

中
学
校
で
は
、「
サ
イ
エ
ン
ス

ド
ク
タ
ー
事
業
」
の
継
続
に
よ
り

理
科
教
育
の
充
実
を
図
り
、
将
来

の
地
域
産
業
を
担
う
人
材
の
育
成

に
つ
な
げ
ま
す
。

　

黒
保
根
小
・
中
学
校
で
は
、
西

町
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
と
の
交
流
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

「
黒
保
根
町
国
際
理
解
推
進
事
業
」

に
よ
り
、
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
素
地
を
養
い
ま
す
。

　

商
業
高
校
で
は
、
台
湾
に
お
け

る
「
海
外
研
修
事
業
」
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
地
域
を
支
え
て
い

く
た
め
に
自
ら
考
え
、
積
極
的
に

行
動
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

○
特
別
支
援
教
育

　

介
助
員
及
び
教
育
活
動
支
援
員

を
活
用
し
た
校
内
支
援
体
制
を
充

実
さ
せ
、
一
層
き
め
細
か
な
指
導

や
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
学
校
給
食

　

安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
給
食

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
学
校
給

食
を
生
き
た
教
材
と
し
て
活
用
し

な
が
ら
、
食
に
関
す
る
指
導
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
第
３
子
以
降
の
学
校
給

食
費
無
料
化
を
実
施
し
ま
す
。

○
学
校
施
設
・
教
育
環
境

　

全
小
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
便
器

化
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
中
学

校
の
ト
イ
レ
洋
式
便
器
化
に
着
手

し
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
・
快
適
な
学
校
生

活
を
送
る
た
め
の
学
校
施
設
の
老

朽
化
対
策
や
遊
具
の
改
修
な
ど
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
教
育
用
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
教
育
機
器
の

充
実
に
も
努
め
ま
す
。

○
青
少
年
の
健
全
育
成

　

市
民
総
ぐ
る
み
の
「
青
少
年
健

全
育
成
運
動
」
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
ネ
ッ
ト
見
守
り
活
動
の
充

実
や
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

○
人
権
・
家
庭
教
育

　

人
権
尊
重
の
意
識
を
高
め
る
た

め
の
講
演
会
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、「
心
の
き
ら
め
き
事
業
」
の

充
実
を
図
り
、
家
族
相
互
の
温
か

く
健
全
な
人
間
関
係
づ
く
り
に
関

す
る
学
習
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

○
市
政
情
報
の
発
信

　

広
報
き
り
ゅ
う
は
、
全
ペ
ー

ジ
カ
ラ
ー
の
特
性
を
生
か
し
、

読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
高
齢

者
や
障
害
者
が
閲
覧
す
る
際
の

利
便
性
向
上
な
ど
を
図
る
た
め

新
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
ツ
イ

ッ
タ
ー
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、

迅
速
か
つ
積
極
的
な
情
報
発
信

に
努
め
ま
す
。

　

防
災
・
防
犯
情
報
な
ど
の
伝

達
に
有
効
な「
桐
生
ふ
れ
あ
い

メ
ー
ル
」の
普
及
を
促
進
し
ま
す
。

○
行
政
改
革
・
事
務
事
業
評
価

　

あ
ら
ゆ
る
角
度
で
の
見
直
し

に
よ
る
行
政
改
革
を
引
き
続
き

実
行
し
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的

な
事
務
事
業
評
価
の
手
法
を
研

究
し
、
各
事
務
事
業
の
有
効
性
、

効
率
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

○
職
員
の
人
材
育
成

　
「
桐
生
市
人
材
育
成
基
本
方
針
」

に
基
づ
き
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対

応
で
き
る
職
員
や
斬
新
か
つ
大
胆

な
発
想
の
で
き
る
職
員
を
養
成
し
、

少
数
精
鋭
の
体
制
を
築
き
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地

を
支
援
す
る
た
め
、
宮
城
県
石
巻

市
や
岩
手
県
宮
古
市
な
ど
被
災
地

へ
の
職
員
派
遣
を
継
続
し
ま
す
。

○
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　
「
窓
口
サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
」

の
活
動
を
継
続
し
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
や
市
民
満
足
度
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

○
市
有
施
設
整
備

　

市
有
施
設
全
体
の
状
況
を
把
握

し
た
上
で
計
画
的
な
整
備
や
適
正

配
置
を
行
い
、
将
来
の
財
政
負
担

を
軽
減
・
平
準
化
す
る
た
め
、
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定

に
着
手
し
ま
す
。

○
幸
せ
リ
ー
グ

　

幸
福
度
を
指
標
に
し
た
市
政

運
営
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

実
務
者
会
議
で
研
究
し
て
き
た

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
手
法
な
ど

を
活
用
し
ま
す
。

○
過
疎
対
策

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
の
延
長
に
伴
い
、
緊
急
性

や
必
要
性
の
高
い
事
業
を
計
画

的
に
実
施
す
る
た
め
、
新
た
な

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
策

定
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
み
ど
り
市
と
の
合
併

　

不
自
然
な
飛
び
地
状
態
を
解

消
し
、
こ
の
地
域
が
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
な
ま
ち
と
し

て
発
展
し
て
い
く
た
め
、「
桐

生
・
み
ど
り
新
市
建
設
研
究
会
」

の
活
動
を
足
掛
か
り
に
、
一
刻

も
早
く
合
併
が
実
現
で
き
る
よ

う
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
他
の
主
要
施
策
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平
成
27
年
度

予
算
の
概
要

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
４
６
０
億
円

と
平
成
26
年
度
に
比
べ
３
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算

４
６
０
億
円

歳入

歳出

　市税収入は、131 億 9,473 万 7 千円と平成 26 年度
とほぼ同額を見込んでいます。

　３つの基本政策である「元気で活力あるまちづく
り」「安心して暮らせるまちづくり」「子供のための
未来づくり」に加え、最重要課題である人口減少対
策などの分野へ重点的に予算を配分しました。

市税（28.7%）
131 億 9,473 万 7 千円

地方交付税（22.0%）
100 億 9,700 万円

国庫支出金（13.7%）
62 億 9,667 万 5 千円

諸収入（6.6%）
30 億 4,660 万 8 千円

県支出金（7.5%）
34 億 4,238 万 2 千円

市債（5.6%）
25 億 8,240 万円

繰入金（5.3%）
24 億 2,773 万 3 千円

民生費（37.9%）
174 億 1,151 万 2 千円

教育費（10.6%）
48 億 6,269 万 9 千円

衛生費（11.8%）
54 億 4,811 万 5 千円

土木費（10.3%）
47 億 2,583 万 3 千円

総務費（8.8%）
40 億 7,013 万 9 千円

公債費（8.6%）
39 億 6,261 万 3 千円

商工費（4.1%）
18 億 7,538 万 1 千円

消防費（5.1%）
23 億 5,861 万 3 千円

その他（2.8%）
12 億 8,509 万 5 千円

●用語の解説
民生費＝福祉の充実や子育て支援などの費用
衛生費＝健康増進や斎場、清掃などの費用
教育費＝学校教育、生涯学習の充実、文化・スポー
ツ振興などの費用
土木費＝道路や河川、公園などの整備・維持管理費用
総務費＝市役所や財産の維持管理、戸籍の管理及び
税金の徴収などの費用
公債費＝これまでに借り入れた市債を返済する費用

●用語の解説
市税＝市民の皆さんから納めていただく市民税や固
定資産税、軽自動車税などの税金
地方交付税＝地方自治体が一定水準の行政サービス
を提供することができるよう国が交付するお金
国庫・県支出金＝市が行う特定の事業に対して国（県）
から支出されるお金
諸収入＝他市から受けるごみ処理や消防などの業務
による収入や貸付金の元金利息収入など
市債＝国や銀行などから借り入れるお金
繰入金＝基金（市の貯金）や特別会計から一般会計
に繰り入れられるお金

その他（10.6%）
49 億 1,246 万 5 千円

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
予
算
及
び
市
民
の
皆

さ
ん
一
人
当
た
り
の
目
的
別
予
算
額
、
特
別
会
計

予
算
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
財
政
課
財
政
係
（
☎
内
線

５
２
７
）
へ
。

平成 27 年度予算の概要

※（　）内は、構成比。数字は端数処理しています。

※（　）内は、構成比。数字は端数処理しています。
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市民の皆さん一人当たりの
目的別予算額
　一般会計予算の 460 億円を平成 27 年１月 31 日の
人口 118,362 人で計算すると市民の皆さん一人当た
りの目的別予算額は次のとおりです。

●一人当たり 38 万 8,638 円

民生費

衛生費

教育費

土木費

総務費

公債費

消防費

14 万 7,104 円
4 万 6,029 円
4 万 1,083 円
3 万 9,927 円
3 万 4,387 円
3 万 3,479 円
1 万 9,927 円

商工費

農林水産業費

議会費

労働費

その他

1 万 5,845 円

6,385 円
2,909 円
1,140 円

423 円

※数字は端数処理しています。

学校給食共同調理場事業

国民健康保険事業

下水道事業

簡易水道事業

介護保険事業

農業集落排水事業

住宅新築資金等貸付事業

新里温水プール事業

宅地造成事業

発電事業

後期高齢者医療事業

7 億 8,411 万 5 千円
164 億 4,002 万 7 千円
39 億 3,079 万 9 千円
2 億 3,234 万 6 千円

127 億 5,396 万 7 千円
2 億 7,383 万 6 千円

402 万 9 千円
3,135 万 1 千円

289 万 3 千円
2 億 1,770 万円

14 億 5,314 万 9 千円

（－ 6.5%）
（11.2%）
（1.3%）

（26.9%）
（3.2%）
（7.7%）

（－ 22.4%）
（73.4%）

（－ 48.8%）
（26.6%）
（0.5%）

特別会計予算
361 億 2,421 万 2 千円 （6.4%）

水道事業会計予算
31 億 2,643 万 5 千円 （6.9%）

※（　）内は対前年度増減率。数字は端数処理しています。

主要事業の予算

元気で活力あるまちづくり

安心して暮らせるまちづくり

子供のための未来づくり

人口減少対策事業（新規）

　梅田台緑地整備＝ 1 億 885 万 4 千円
　武井西道路整備＝6,850万7千円
　重伝建地区公開施設整備＝ 2,641 万円
　ごみ減量・再生資源化事業＝ 1,477 万 7 千円

　ごみ処理施設改修＝ 15 億 7,903 万 8 千円
◎住宅取得応援事業＝ 2 億 5,617 万 5 千円
　地域包括支援センターの充実＝ 1 億 3,569 万 5 千円
　赤岩線整備＝ 2,800 万円

　小・中学校改修＝ 1 億 4,370 万 9 千円
◎保育園・幼稚園の第３子以降の保育料無料化＝約8,600万円
◎未来創生塾支援の拡充＝ 378 万 7 千円
　いじめ・不登校対策事業＝ 176 万 9 千円

　小・中学校の第３子以降の給食費無料化＝ 4,655 万 5 千円
　地域少子化対策強化事業＝ 800 万円
　黒保根町国際理解推進事業＝ 9 万 6 千円

※数字は端数処理しています。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援

と
し
て
、
平
成
27
年
度
は
新
た
に

福
島
県
南
相
馬
市
へ
派
遣
し
、
前

年
度
よ
り
１
人
増
の
７
人
を
１
年

間
派
遣
し
ま
す
。

石
巻
市
（
小
倉
甚た
く
み

主
任
＝
新
規
、

藤
井
信
夫
主
査
・
小
堀
篤
技
師
＝

い
ず
れ
も
継
続
）、
石
巻
地
方
広

域
水
道
事
業
団
（
岩
﨑
稔
主
査
＝

継
続
）、
宮
古
市
（
谷
敏
明
主
査

＝
新
規
）、
陸
前
高
田
市
（
山
中

雅
仁
主
査
＝
継
続
）、
南
相
馬
市

（
坂
本
正
彦
主
査
＝
宮
古
市
へ
の

派
遣
に
引
き
続
き
継
続
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
人
事
課
人
事

係
（
☎
内
線
５
４
２
）
へ
。

引
き
続
き
職
員
を

東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
に
派
遣

平成 27 年度予算の概要

※◎が付いている事業は、人口減少対策事業の継続・拡大
事業です。

（左から）谷主査、市長、小倉主任
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第
３
子
以
降
の
給
食
費
を

補
助
し
ま
す

　

子
育
て
世
代
を
支
援
す
る
た
め
、

同
一
世
帯
内
で
扶
養
す
る
第
３
子

以
降
の
児
童
生
徒
の
学
校
給
食
費

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
補
助
は
、
申
請
に
よ
り

行
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
世
帯
の

第
３
子
以
降
の
小
学
校
１
年
か
ら

中
学
校
３
年
ま
で
の
児
童
生
徒
を

扶
養
し
て
い
る
保
護
者
。
た
だ
し
、

既
に
学
校
給
食
費
相
当
額
の
給
付

を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
対
象
外

に
な
り
ま
す
。

①
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

②
同
一
世
帯
で
子
供
を
３
人
以
上

扶
養
し
て
い
る
こ
と

③
給
食
費
に
滞
納
が
な
い
こ
と

■
補
助
金
額

　

対
象
と
な
る
第
３
子
以
降
の
児

童
生
徒
が
食
べ
た
給
食
の
給
食
費

の
額
と
し
ま
す
。

　

私
立
な
ど
、
桐
生
市
立
以
外
の

小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
に
在
学

す
る
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
、
同

学
年
の
桐
生
市
立
小
・
中
・
特
別
支

援
学
校
の
給
食
費
の
額
と
し
ま
す
。

■
申
請　

①
桐
生
市
立
小
・
中
・
特
別
支
援

学
校
在
学
の
児
童
生
徒
の
場
合

　

新
学
期
当
初
に
学
校
を
通
じ
て
、

通
知
と
申
請
書
類
を
配
布
し
ま
す

の
で
５
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

②
桐
生
市
立
以
外
の
小
・
中
学
校

な
ど
の
児
童
生
徒
の
場
合

　

年
度
末
ま
で
に
申
請
書
に
出
席

状
況
な
ど
を
証
明
す
る
書
類
を
添

付
し
、
学
校
給
食
中
央
共
同
調
理

場
に
郵
送
又
は
直
接
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　

申
請
用
紙
は
学
校
給
食
中
央
共

同
調
理
場
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
有
り
ま
す
。

■
補
助
金
の
交
付

　

翌
年
度
の
５
月
中
旬
を
目
途
に

交
付
決
定
書
を
送
付
す
る
と
と
も

に
、
希
望
す
る
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、学
校
給
食
中

央
共
同
調
理
場（
☎
45
０
０
０
３
）

へ
。

申
請
を
忘
れ
ず
に

　県政・市政の方向を決める重要な選挙
です。棄権しないで、必ず投票しましょう。
　問い合わせは、選挙管理委員会選挙係

（☎内線 538）へ。
< 期日前投票 >
　仕事などで投票日当日に投票できない
人は、期日前投票ができます。
○期間
県議会議員選挙
４月４日（土）～ 11 日（土）
市長・市議会議員選挙
４月 20 日（月）～ 25 日（土）
○時間
午前８時 30 分～午後８時
○場所
桐生市役所、新里支所、黒保根支所
　なお、投票日前日の土曜日は大変混雑
しますので、早目の投票をお願いします。

必ず投票しましょう
４月 12 日（日）
県議会議員選挙
４月 26 日（日）
市長・市議会議員選挙

　３月２日（月）に平成 26 年度桐生市
市政功労者表彰式を実施し、自治、保健
福祉、産業経済、教育文化、消防などの
各分野において、市の発展に貢献してい
ただいた８人の表彰を行いました。
　市政功労表彰の受賞者は、次のとおり
です。（敬称略、五十音順）
・自治功労　　　玉上 常雄、堤 俊隆
・保健福祉功労　山柴 由美子
・産業経済功労　佐藤 良男
・教育文化功労　北川 洋、大和 建

けんしょう

昭
・消防功労　　　高橋 芳男、根岸 佐

さ と し

年
　問い合わせは、秘書室秘書係（☎内線
512）へ。

桐生市市政功労者
表彰式

　

定
住
を
目
的
と
し
て
市
内
に
転

入
す
る
子
育
て
就
労
者
及
び
当
該

子
育
て
就
労
者
が
勤
務
す
る
事
業

所
な
ど
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
中
学
生
以
下
の
子
を
養
育
す
る

子
育
て
就
労
者
で
、
定
住
の
意
思

を
持
っ
て
平
成
27
年
１
月
１
日
以

降
に
転
入
し
、
桐
生
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者

・
当
該
子
育
て
就
労
者
を
正
規
従

業
員
と
し
て
雇
用
す
る
市
内
事
業

所
な
ど

■
奨
励
金
額

・
子
育
て
就
労
者
＝
中
学
生
以
下

の
子
の
人
数
に
５
万
円
を
乗
じ
た

額
（
上
限
10
万
円
）

・
事
業
所
な
ど
＝
子
育
て
就
労
者

と
同
額

■
主
な
交
付
要
件

・
転
入
日
か
ら
５
年
以
上
定
住
す

る
こ
と

・
子
育
て
就
労
者
及
び
当
該
子
育

て
就
労
者
が
勤
務
す
る
事
業
所
な

ど
に
市
税
な
ど
の
未
納
が
な
い
こ
と

■
申
し
込
み

　

申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
市
役
所
３
階
の
産
業
政
策

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
用
紙
は
産
業
政
策
課
又
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
有
り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、産
業
政
策
課

産
業
政
策
係（
☎
内
線
５
８
２
）へ
。

子
育
て
就
労
者
市
内
居
住
奨
励
金

該
当
す
る
事
業
所
な
ど
に
も
交
付
し
ま
す

平成 26 年度
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世
界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や

地
球
温
暖
化
対
策
に
注
目
が
集
ま

る
中
、
本
市
で
は
、
産
学
官
民
が

一
体
と
な
っ
て
脱
温
暖
化
対
策
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
様
々
な
環

境
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
る

一
方
で
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
な
ど
の
様
々
な
課
題
が
生
じ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
解
決
も
急
務
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
や
本
市

が
抱
え
る
課
題
解
決
に
も
つ
な
げ

る
た
め
、
地
域
特
性
を
最
大
限
生

か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
特
化

し
た
「
桐
生
市
環
境
先
進
都
市
将

来
構
想
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ

の
構
想
で
は
、
産
学
官
民
に
よ
る

協
働
と
連
携
の
方
策
を
探
り
ま
す
。

そ
の
上
で
、
革
新
的
な
技
術
や
製

品
が
最
大
限
活
用
さ
れ
た
未
来
の

低
炭
素
社
会
で
あ
る
「
環
境
先
進

都
市
」
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

　
「
環
境
先
進
都
市
」
を
目
指
す

た
め
に
は
、
長
期
に
わ
た
る
継
続

的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
構
想
の
期
間
は
30

年
間
と
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
長
期
に
わ
た
る
た
め

必
要
に
応
じ
て
５
年
を
目
安
に
見

直
し
ま
す
。

市
全
体
の
将
来
像

　

30
年
後
の
市
全
体
の
将
来
像
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

①
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
量

に
導
入
さ
れ
た
ま
ち

・
太
陽
光
、
畜
産
・
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
、
小
水
力
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
活
用
し
た
発
電
設
備
が
多
く

の
場
所
に
設
置
さ
れ
、
蓄
電
設
備

も
大
量
に
導
入
さ
れ
て
い
る

・
太
陽
熱
、地
中
熱
な
ど
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
設
備
が
多
く
の

場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る

②
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
ま
ち

・
多
く
の
住
宅･

オ
フ
ィ
ス･

商
業

施
設
な
ど
は
、
地
元
産
木
材
を
最

大
限
活
用
し
、
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー

住
宅･

事
業
所
な
ど
に
な
っ
て
い

る・日
常
生
活･

業
務
に
お
け
る
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
行
動（
節
電･

節
水
な

ど
）が
実
践
さ
れ
て
い
る

・
中
心
市
街
地
で
は
、
日
常
生
活

に
必
要
な
都
市
機
能
が
徒
歩
や
自

転
車
の
移
動
圏
内
に
形
成
さ
れ
て

い
る

・
公
共
施
設
が
適
正
に
配
置
さ
れ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
低
減
化
が
図
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
高
等
学
校
に
つ

い
て
も
駅
周
辺
に
コ
ン
パ
ク
ト
に

集
約
化
さ
れ
、
公
共
交
通
を
利
用

し
や
す
い
立
地
と
な
っ
て
い
る

・
徒
歩
、
自
転
車
、
公
共
交
通
、

次
世
代
自
動
車
な
ど
の
利
用
を
優

先
し
た
環
境
負
荷
が
少
な
く
、
よ

り
安
全
で
利
便
性
の
高
い
総
合
的

な
交
通
体
系
が
確
立
さ
れ
て
い
る

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
な
利
用

な
ど
に
よ
り
低
炭
素
化
が
進
み
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
大
幅
に
減

少
し
た
ま
ち
と
な
っ
て
い
る

③
自
立
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
た
ま
ち

・
地
域
の
拠
点
施
設
に
お
い
て
は
、

自
立
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
が
構
築
さ
れ
、
災
害
に
強
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
体
制
が
確
立

さ
れ
て
い
る

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
エ
リ
ア
内
で
効

率
的
に
利
用
す
る
ス
マ
ー
ト
グ
リ

ッ
ド
（
次
世
代
電
力
網
）
な
ど
を

活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
る

　

将
来
像
実
現
に
向
け
て
、
様
々

な
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
が
、
当

面
の
目
標
と
し
て
、「
10
年
後
ま

で
に
一
定
の
成
果
創
出
を
目
指
す

取
組
」
を
併
せ
て
示
し
ま
す
。

桐
生
市
環
境
先
進
都
市

将
来
構
想

産
学
官
民
で
低
炭
素
社
会
を
実
現

　
「
環
境
先
進
都
市
」
を
目
指
す
た
め
の
基
本
方
針
や
行
動
指
針

を
示
し
た
『
桐
生
市
環
境
先
進
都
市
将
来
構
想
』
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、企
画
課
環
境
都
市
推
進
係
（
☎
内
線
５
７
５
）
へ
。

30
年
後
の
将
来
像

実
現
に
向
け
て

10
年
後
ま
で
に
成
果
を
創
出
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◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
の
実
施

◎
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
モ
デ
ル

街
区
の
整
備

◎
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
な
ど
の
導
入

◎
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入

◎
電
動
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
観

光
な
ど
に
広
く
活
用

・
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
整
備

・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
導
入

・
環
境
に
配
慮
し
た
交
通
体
系
の

構
築

・
地
元
産
木
材
を
最
大
限
活
用
し

た
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅･

事
業

所
な
ど
の
建
設

③
自
立
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
た
ま
ち

◎
防
災
拠
点
（
市
庁
舎･

都
市
機

能
を
維
持
す
る
た
め
の
施
設
な

ど
）
へ
太
陽
光
発
電
設
備
や
蓄
電

設
備
な
ど
を
整
備

◎
避
難
所
（
集
会
所･

公
民
館･

学
校
な
ど
）
へ
太
陽
光
発
電
設
備

や
蓄
電
設
備
な
ど
を
整
備

・
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
（
次
世
代

電
力
網
）
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成

・
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
デ

ル
街
区
の
整
備

・
既
存
の
電
力
系
統
の
み
に
依
存

し
な
い
電
力
供
給
体
制
の
整
備

（
分
散
型
電
源
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
な
ど
）

期
待
さ
れ
る

最
終
的
な
波
及
効
果

　

将
来
像
実
現
に
よ
り
次
の
よ
う

な
波
及
効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

・
市
民
の
皆
さ
ん
の
市
に
対
す
る

愛
着
が
増
す

・
市
外
か
ら
の
移
住
者
や
交
流
人

口
の
増
加
な
ど
に
よ
り
人
口
減
少

に
歯
止
め
が
か
か
り
、
ま
ち
が
活

気
に
あ
ふ
れ
る

・
ま
ち
全
体
と
し
て
の
魅
力
・
ブ

ラ
ン
ド
力
が
高
ま
る

・
市
民
の
皆
さ
ん
は
、物
質
的･

経

済
的「
豊
か
さ
」を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
、安
全･

安
心
や
楽
し
さ
に

由
来
す
る
よ
り
大
き
な「
幸
福
感
」

を
得
る
こ
と
が
で
き
る

将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の

主
な
具
体
的
取
り
組
み

※
◎
は
、「
10
年
後
ま
で
に
一
定

の
成
果
創
出
を
目
指
す
取
組
」

①
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
量

に
導
入
さ
れ
た
ま
ち

◎
市
民
参
加
型（
市
民
出
資
な
ど
）

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
所

の
整
備

◎
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
の

整
備

◎
公
共
施
設
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
の
整
備

◎
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導

入
箇
所
に
お
い
て
蓄
電
設
備
も
併

せ
て
整
備

◎｢

メ
イ
ド･

イ
ン
桐
生
の
小
水

力
発
電
設
備｣

の
整
備

◎
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
の
整
備

◎
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
習
施
設
の
整
備

◎
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
を

活
用
し
た
電
気
自
動
車
の
充
電
ス

タ
ン
ド
の
整
備

・
畜
産
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
の

整
備

②
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
ま
ち

◎
公
共
施
設
の
適
正
配
置

◎
日
常
的
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
行
動

の
実
践

◎
農
産
物
な
ど
の
地
産
地
消
（
物

流
の
低
炭
素
化
）

◎
地
元
産
材
を
活
用
し
た
木
塀･

竹
垣
の
導
入

◎
次
世
代
自
動
車
の
導
入

◎
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
導
入

　
こ
の
構
想
は
、図
書
館
や
各

公
民
館
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
ま
す
。

名
誉
市
民
に

　
　
　

笹
川 

堯た
か
し

さ
ん

　市では、議会の同意を得て、元衆議院議員・
笹川堯さんを桐生市名誉市民に推挙することに
決めました。
　笹川さんは、昭和 61 年初当選以来連続７期
衆議院議員を務められ、郵政政務次官や衆議院
地方分権に関する特別委員長、衆議院法務常任
委員長、科学技術政策担当大臣などを歴任され、
23 年もの長きにわたり、政治に対する比類なき
情熱と卓越した手腕、誰からも尊敬されるお人
柄をもって、日本のため御活躍されました。
　郷土桐生においても、この間、赤岩橋や錦桜
橋の架け替え、中通り大橋の開通、陸上競技場
の全天候化事業の推進などに力を注がれ、さら
には、公営競技である桐生競艇事業の運営に尽

力されたお陰で、その収益がひっ迫していた市財政立て直しの力になるなど、笹
川さんの功績は枚挙にいとまがありません。
　笹川さんは、桐生市８人目の名誉市民となります。
　問い合わせは、秘書室秘書係（☎内線 512）へ。
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地
区
別
懇
談
会
で
は
、
市
長
が

市
の
取
り
組
み
な
ど
を
説
明
し
た

上
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
御
意
見

や
御
要
望
を
直
接
伺
い
ま
し
た
。

　

懇
談
会
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
96
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
市

の
取
り
組
み
な
ど
の
説
明
を
「
よ

く
理
解
で
き
た
」
又
は
「
あ
る
程

度
理
解
で
き
た
」
と
、
87
パ
ー
セ

ン
ト
の
人
が
「
市
民
と
行
政
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
に
有
効
な
手
法
だ
と
思

う
」
と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

御
意
見
や
御
要
望
は
、
市
の
施

策
や
事
業
に
反
映
さ
せ
、
今
後
も
、

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
の
よ
り
効
果
的
な
手
法
の
確

立
を
目
指
し
ま
す
。

　

懇
談
会
の
主
な
御
意
見
、
そ
の

際
の
回
答
や
そ
の
後
の
反
映
状
況

な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

各
地
区
の
懇
談
会
概
要
と
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
の
詳
細
は
、
市
役
所

３
階
の
企
画
課
及
び
各
公
民
館
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
有
り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
課
企
画

係
（
☎
内
線
５
２
４
）
へ
。

主
な
御
意
見
な
ど

（
●
は
意
見
な
ど
、
★
は
回
答
、

※
は
懇
談
会
後
実
施
し
た
も
の
）

●
２
年
後
く
ら
い
に
清
流
広
場
が

使
用
で
き
な
く
な
る
と
聞
い
て
い

る
が
、
そ
の
後
は
、
清
流
コ
ン
サ

ー
ト
を
梅
田
台
緑
地
で
開
催
で
き

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

★
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
が
で
き
る
よ

う
梅
田
台
緑
地
の
整
備
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

※
「
梅
田
台
緑
地
整
備
事
業
」
を

平
成
27
年
度
予
算
に
計
上
。

●
夏
休
み
の
間
だ
け
、
子
供
を
学

童
保
育
に
預
け
よ
う
と
相
談
し
た

ら
年
間
通
し
て
入
っ
て
ほ
し
い
と

言
わ
れ
た
。
若
い
人
が
働
き
づ
ら

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

★
子
育
て
環
境
が
整
っ
て
い
な
い

と
、
若
い
人
が
住
み
づ
ら
い
と
い

う
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
、
で
き

る
だ
け
早
く
環
境
を
整
え
ら
れ
る

よ
う
検
討
し
ま
す
。

●
老
朽
化
し
た
危
険
な
空
き
家
に

つ
い
て
、
費
用
の
捻
出
が
難
し
い

が
行
政
か
ら
の
援
助
な
ど
が
あ
れ

ば
取
り
壊
す
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
人
も
い
る
の
で
、
対
策
を
考
え

て
も
ら
い
た
い
。

★
国
で
空
き
地
や
空
き
家
に
関
す

る
法
律
を
整
備
中
で
、
市
と
し
て

も
専
門
的
に
対
応
す
る
組
織
や
担

当
を
考
え
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム
作

り
な
ど
法
律
に
沿
っ
た
形
で
支
援

を
検
討
し
ま
す
。

●
平
成
26
年
２
月
の
大
雪
時
、
重

機
を
持
っ
て
い
る
会
社
も
少
な
く
、

本
当
に
除
雪
に
来
て
く
れ
る
か
不

安
で
も
あ
っ
た
の
で
、
大
雪
時
の

除
雪
対
策
を
考
え
て
欲
し
い
。

★
本
市
だ
け
で
重
機
を
揃
え
る
の

は
難
し
い
の
で
、
他
市
と
の
連
携

や
建
設
業
界
と
降
雪
時
の
み
装
着

で
き
る
除
雪
用
器
具
の
導
入
検
討

な
ど
の
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

※
平
成
26
年
12
月
に
岩
手
県
宮
古

市
と
「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
援

助
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
、
１

月
に
群
馬
県
建
設
業
協
会
桐
生
支

部
と
「
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対

策
活
動
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
。

●
広
沢
公
民
館
で
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
開
催
す
る
際
の
臨
時
駐
車
場
と

し
て
、
隣
の
水
源
地
を
今
後
も
使

用
し
た
い
。
ま
た
、
隣
接
す
る
ゴ

ル
フ
練
習
場
跡
地
を
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
く
計
画
な
の
か
。

★
臨
時
駐
車
場
部
分
に
つ
い
て
は
、

整
地
工
事
の
都
合
で
使
え
な
い
期

間
も
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
利

用
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
ま
す
。

跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
人
口

減
少
対
策
や
雇
用
の
促
進
に
繋
が

る
よ
う
な
活
用
方
法
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

●
緊
急
時
に
高
齢
者
は
避
難
場
所

の
小
・
中
学
校
ま
で
す
ぐ
に
行
け

な
い
の
で
、
身
近
で
一
番
安
全
な

場
所
に
一
時
的
に
避
難
で
き
る
よ

う
市
営
住
宅
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を

一
時
避
難
場
所
と
し
て
使
用
さ
せ

て
も
ら
え
な
い
か
。

★
災
害
時
に
避
難
場
所
が
遠
い
場

合
も
あ
る
し
、
高
齢
者
を
手
助
け

し
な
が
ら
避
難
す
る
場
合
な
ど
も

大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
近
く
の
安

全
な
場
所
な
ど
は
、
地
元
の
皆
さ

ん
が
良
く
知
っ
て
い
る
の
で
、
市

防
災
担
当
者
が
地
域
に
出
向
い
て

一
緒
に
検
討
し
ま
す
。

●
黒
保
根
地
区
に
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

★
平
成
27
年
度
か
ら
黒
保
根
町
に

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
常

駐
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
そ
の
職
員
が
相
談
や
支
援

業
務
を
行
う
予
定
で
す
。

●
市
役
所
や
市
民
文
化
会
館
に
用

事
が
あ
っ
て
行
っ
て
も
、
満
車
で

駐
車
で
き
な
い
の
で
、
周
辺
の
公

共
施
設
を
利
用
で
き
な
い
か
。

★
本
当
に
必
要
な
人
が
駐
車
で
き

る
よ
う
に
対
策
を
考
え
、
土
・
日

曜
日
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
は
、
職

員
駐
車
場
の
開
放
な
ど
を
周
知
し

ま
す
。

●
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
サ
ル
と
い

っ
た
有
害
鳥
獣
被
害
に
対
し
て
市

は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

★
主
に
捕
獲
お
り
の
増
設
な
ど
で

対
応
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
川

内
地
区
と
黒
保
根
地
区
に
サ
ル
の

お
り
を
試
験
的
に
設
置
し
、
効
果

を
確
か
め
て
い
き
ま
す
。

※
３
月
に
設
置
。

地
区
別
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

地
区
別
懇
談
会
は
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
新
た
な
試

み
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。
平
成
26
年
9
月
か
ら
11
月
ま
で
の
間
、
市
内
15
か
所
で
開
催
し
、

参
加
者
は
、
延
べ
１
０
５
４
人
で
し
た
。　
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●
山
火
事
の
関
係
で
、
白し
ら
っ
ぱ葉
峠
と

一い
っ
し
き色
の
市
有
林
入
口
に
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
を
要
望
し
て
い
る
が
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

★
関
係
機
関
と
も
協
議
を
重
ね
た

結
果
、
白
葉
峠
と
東
西
橋
の
入
口

に
１
基
ず
つ
設
置
す
る
こ
と
で
進

め
て
い
ま
す
。

※
平
成
26
年
12
月
に
設
置
。

●
東
京
か
ら
桐
生
に
来
る
場
合
、

新
桐
生
駅
で
の
お
り
ひ
め
バ
ス
の

接
続
が
悪
い
の
で
は
な
い
か
。

★
お
り
ひ
め
バ
ス
は
、
早
朝
と
夜

遅
く
の
運
行
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

お
お
む
ね
り
ょ
う
も
う
号
と
接
続

す
る
よ
う
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
を
編
成

し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
４
月
の

お
り
ひ
め
バ
ス
ダ
イ
ヤ
改
正
の
際

は
、
今
ま
で
の
時
刻
表
の
ほ
か
に
、

鉄
道
と
の
接
続
が
分
か
り
や
す
い

時
刻
表
も
作
成
し
ま
す
。

●
山
間
地
域
な
ど
地
区
に
よ
っ
て

は
、
移
動
手
段
が
限
ら
れ
て
い
た

り
、
個
人
商
店
が
減
少
し
て
い
た

り
し
て
、
買
い
物
難
民
に
な
り
そ

う
な
人
が
多
い
の
で
対
策
を
と
っ

て
ほ
し
い
。

★
Ｊ
Ａ
の
移
動
販
売
車
が
稼
動
し

て
い
る
地
区
や
八
百
屋
さ
ん
の
組

合
に
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
地

区
も
あ
り
ま
す
が
、
市
と
し
て
も

よ
く
研
究
し
な
が
ら
、
安
心
し
て

日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
シ
ス
テ

ム
作
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
高
齢
化
が
進
み
、
今
後
、
小
さ

な
町
会
で
は
祇ぎ
お
ん園
祭
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
、
何
ら
か
の
支
援
を
お

願
い
し
た
い
。

★
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
の
建
物
だ
け
で
な
く
、
祇
園
祭

な
ど
そ
こ
に
住
む
人
達
が
営
ん
で

い
る
風
習
を
含
め
た
「
歴
史
的
風

致
」
を
後
世
に
残
す
計
画
を
策
定

中
で
す
。
国
に
認
定
さ
れ
る
と
、

国
か
ら
支
援
な
ど
も
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
第
３
子
以
降
の
保
育
料
が
無
料

化
に
な
っ
た
が
、
思
い
切
っ
て
第

２
子
以
降
も
無
料
化
す
れ
ば
、
人

口
減
の
対
策
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
若
い
人
達
に
子
供
を
産
ん
で

も
ら
う
た
め
、
子
育
て
支
援
を
充

実
し
て
も
ら
い
た
い
。

★
第
２
子
以
降
の
保
育
料
無
料
化

に
は
さ
ら
に
大
き
な
予
算
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。
段
階
的
に
は

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
結
婚
し
た
い
、
子
供
を
産
み

た
い
と
い
う
人
の
経
済
的
負
担
を

少
し
で
も
軽
く
す
る
よ
う
な
事
業

を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

※
「
第
３
子
以
降
給
食
費
無
料
化

事
業
」
を
平
成
27
年
度
予
算
に
計

上
。

　

３
月
12
日
（
木
）
、
み
ど
り

市
役
所
笠
懸
庁
舎
で
「
第
２
回

桐
生
・
み
ど
り
新
市
建
設
研
究

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
1

回
で
決
定
し
た
５
つ
の
研
究
項

目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
調
査

や
研
究
を
進
め
て
い
る
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
下
の
表

の
と
お
り
検
討
状
況
の
中
間
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
研
究
会
の
開
催
結

果
を
広
報
き
り
ゅ
う
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
報
告
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
広
域
調

整
室
広
域
調
整
係
（
☎
内
線

３
８
６
）
へ
。

桐
生
・
み
ど
り
新
市
建
設
研
究
会

研究項目 検討状況
①両市の行政サービスの
水準

市民生活に直結し、関心の高い行政サービスの抽出を行い、
両市での総事業数は 510事業でした。この結果を 12に分類
することで事業の傾向などを確認しました。今後、サービス
を維持向上させるための財政負担などを検討します。

②両市の共通する課題、
地域の抱える課題の解
決

それぞれが抱える懸案事項や両市共通課題などの抽出作業を
実施し、両市で 109項目を抽出しました。この結果を 11に
分類し、課題のジャンルや傾向などを確認しました。今後、
両市での共通課題を優先して研究を進めます。

③都市経営、行政運営か
ら見た将来像

財政状況や組織体制の基礎資料などを収集・調査し、比較資
料を作成しました。今後、一体となった場合の人員配置や財
政のシミュレーションなどを作成します。

④両市を一体的に考えた
都市デザイン

諸計画や市有施設の基礎資料などを収集・調査し、課題と当
面の準備作業を確認しました。今後、課題の研究や改修や再
配置などの必要な施設について検討します。

⑤連携中枢都市圏制度に
対応した地域のあり方

制度の概要や変更点などを確認しました。今後、圏域内での
連携による機能・魅力の強化策、対応方針などを研究します。

※研究項目⑤は、国が名称を変更したことにより、研究項目名を変更しました。

第
２
回
研
究
会
を
開
催
し
ま
し
た

防犯カメラ
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　次の助成制度について、対象など詳しい
ことは、各担当課にお問い合わせください。

●重度障害者の移動を支援
●福祉タクシー券初乗り料金補助
●人工透析などの通院時の交通費を補助
　問い合わせは、福祉課障害福祉係（市役
所１階、☎内線 259・266・398）へ。
●ひとり暮らし高齢者に無料入浴券を交付
●鍼灸・マッサージサービス利用券を交付
●介護用車両の購入費を補助
（購入前に申請が必要、最高 10 万円まで
の補助）
●高齢者の住宅改造・補修費を補助
（着工前に申請が必要、最高 20 万円まで
の補助）
●緊急通報装置の貸し出し（要支援１以上）
●高齢者世帯などに昼食配達と安否確認
●寝たきりの高齢者に「調髪サービス券」、
「紙おむつサービス券」を交付
●徘
はいかい

徊高齢者探索システムの費用を補助
　問い合わせは、長寿支援課長寿支援係（市
役所１階、☎内線 556・557・587・588）へ。
●福祉車両の貸し出し
　問い合わせは、社会福祉協議会（総合福
祉センター内、☎ 46 ‐ 4165）へ。

福祉助成制度

ー
セ
ン
ト
。
た
だ
し
、
ど
ち
ら
も

上
限
は
10
万
円
で
す
。

募
集
件
数
＝
２
０
０
件（
先
着
順
）

申
請
＝
４
月
20
日
（
月
）
か
ら
10

月
30
日
（
金
）
ま
で
の
間
（
土
、日
、

祝
日
を
除
く
）
で
、
着
工
前
に
申

請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

市
役
所
４
階
の
建
築
住
宅
課
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
平
成

28
年
２
月
29
日
（
月
）
ま
で
に
完

了
報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
用
紙
は
、
建
築
住
宅
課
、

新
里
支
所
、
黒
保
根
支
所
の
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
有
り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
住
宅
課

住
宅
係
（
☎
内
線
６
３
３
）
へ
。

　

住
宅
本
体
の
機
能
・
住
環
境
向

上
の
た
め
の
リ
フ
ォ
ー
ム
で
20
万

円
以
上
の
工
事
に
要
す
る
経
費

（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
額

を
含
む
）
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
＝
市
民
が
所
有
し
、
居
住
す

る
住
宅
を
、
市
内
の
施
工
業
者
を

利
用
し
て
改
修
、
修
繕
を
行
う
人

で
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

※
過
去
に
こ
の
補
助
金
を
受
け
た

人
は
対
象
外
で
す
。

補
助
金
額
＝
子
育
て
世
帯
（
平
成

９
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

子
供
を
扶
養
し
、
同
居
し
て
い
る

世
帯
）
は
経
費
の
20
パ
ー
セ
ン
ト
、

そ
れ
以
外
の
世
帯
は
経
費
の
10
パ

　

自
動
車
な
ど
か
ら
自
転
車
へ
移

動
手
段
の
転
換
を
促
し
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
の
低
減
を
図
る

た
め
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を

購
入
し
た
人
に
対
し
、
購
入
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
対
象
は
、

市
内
に
居
住
し
、
運
転
免
許
を
有

す
る
人
で
、
4
月
1
日
以
降
に
市

内
の
販
売
店
で
購
入
し
た
人
で
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
と
し
て
、

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
と
同
時
に

購
入
し
た
自
転
車
用
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
も
補
助
の
対
象
と
し
ま
す
。

　

補
助
金
額
は
電
動
ア
シ
ス
ト
自

転
車
が
購
入
金
額
の
４
分
の
１

（
上
限
１
万
５
０
０
０
円
）、
自

転
車
用
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
が

購
入
金
額
の
２
分
の
１
（
上
限

５
０
０
０
円
）
で
す
。

　

補
助
に
は
、
条
件
な
ど
が
あ
り

ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
、
環

境
課
放
射
線
対
策
・
環
境
係
（
☎

内
線
３
１
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
費
を
補
助
し
ま
す

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
な
ど
の

購
入
費
を
補
助

を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

（
３
）「
処
分
な
ど
の
求
め
」が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

法
令
に
違
反
す
る
事
実
が
あ
る

場
合
、
そ
の
是
正
の
た
め
に
さ
れ

る
べ
き
処
分
や
行
政
指
導
が
さ
れ

て
い
な
い
と
思
う
と
き
は
、
そ
の

処
分
や
行
政
指
導
を
す
る
権
限
を

持
つ
市
に
対
し
、
そ
の
旨
を
申
し

出
て
、
そ
の
処
分
や
行
政
指
導
を

す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
市
民

の
ど
な
た
で
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

申
し
出
を
受
け
た
市
は
、
必
要

な
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ

の
処
分
や
行
政
指
導
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、総
務
課
文
書
・

法
制
係
（
☎
内
線
５
３
６
）
へ
。

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
２
）「
行
政
指
導
の
中
止
な
ど
の

求
め
」が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

法
令
に
違
反
す
る
行
為
の
是
正

を
求
め
る
行
政
指
導
の
相
手
方
は
、

そ
の
行
政
指
導
が
法
令
に
規
定
す

る
要
件
に
適
合
し
な
い
と
考
え
る

と
き
は
、
市
に
対
し
、
そ
の
行
政

指
導
の
中
止
や
必
要
な
措
置
を
と

る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
申
し
出
を
受
け
た
場
合
、

市
は
必
要
な
調
査
を
行
い
、
そ
の

行
政
指
導
が
法
令
の
要
件
に
適
合

し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の

行
政
指
導
の
中
止
や
必
要
な
措
置

　

行
政
手
続
法
の
改
正
に
伴
い
、

市
が
行
う
処
分
な
ど
の
手
続
に
関

す
る
事
項
を
定
め
た
桐
生
市
行
政

手
続
条
例
を
一
部
改
正
し
、
４
月

１
日
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
の
権
利

利
益
の
保
護
に
関
す
る
手
続
を
次

の
と
お
り
充
実
し
ま
す
。

◆
手
続
の
変
更
・
新
設
内
容

（
１
）「
行
政
指
導
の
方
式
」を
変

更
し
ま
す

　

市
が
行
政
指
導
を
す
る
際
に
、

許
認
可
の
権
限
や
許
認
可
に
基
づ

く
処
分
を
す
る
権
限
を
持
っ
て
い

る
こ
と
を
相
手
方
に
示
す
場
合
、

そ
の
権
限
を
行
使
で
き
る
根
拠
を

そ
の
相
手
方
に
示
さ
な
け
れ
ば
な

市
が
行
う
行
政
指
導
に
対
す
る

手
続
を
充
実

住
環
境
改
善
助
成
事
業
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期日 時間 場所

４月７日
（火）

  9:30 ～  9:50 梅田ふるさとセンター
10:20 ～ 10:50 梅田清流広場
11:15 ～ 11:45 梅田公民館
13:30 ～ 14:00 梅田町一丁目集会所

４月８日
（水）

10:00 ～ 10:20 菱町一丁目集会所
10:35 ～ 11:15 菱公民館
11:30 ～ 11:50 菱町四丁目集会所
13:30 ～ 14:10 北公民館

４月９日
（木）

10:00 ～ 10:50 浜の京東集会所
11:15 ～ 12:00 三ツ堀会館
13:30 ～ 14:10 諏訪神社（境野町）
14:30 ～ 15:00 南公民館

４月10日
（金）

13:00 ～ 13:50 市民プール駐車場
14:10 ～ 14:30 相生町三丁目集会所
14:45 ～ 15:10 相生公民館

４月19日
（日）10:30 ～ 12:00 相生公民館

４月21日
（火）

10:00 ～ 10:15 勇進会館
10:30 ～ 11:00 八幡宮（川内町）
11:20 ～ 12:00 川内公民館
13:30 ～ 14:00 川内町三丁目集会所
14:15 ～ 14:45 たかのす集会所

４月22日
（水）

 9:30 ～ 10:00 桐生保健福祉会館
10:20 ～ 10:40 白髭神社境内（堤町）
11:00 ～ 11:20 堤町集会所
11:40 ～ 11:55 宮本会館
13:30 ～ 13:50 元宿・巴集会所
14:10 ～ 14:50 東公民館

４月23日
（木）

 9:30 ～   9:50 一本木会館
10:20 ～ 10:55 老人憩の家
11:15 ～ 12:00 広沢公民館
13:30 ～ 13:50 広沢町三丁目集会所
14:10 ～ 15:10 桜木公民館

４月24日
（金）

 9:40 ～ 10:10 天沼会館
10:30 ～ 11:10 相生公民館
11:30 ～ 11:50 相生町二丁目集会所
13:30 ～ 14:00 足仲団地集会所
14:20 ～ 14:50 相生町一丁目集会所

期日 時間 場所
５月30日

（土）
13:00 ～ 14:00 菱公民館
14:20 ～ 15:20 桜木公民館

４月14日
（火）

 9:50 ～ 10:10 芝集落センター
10:30 ～ 10:50 後閑集会所
11:10 ～ 11:40 町組構造改善センター
13:20 ～ 13:40 元町集落センター
14:10 ～ 14:30 下武井集会所

４月15日
（水）

10:00 ～ 10:20 赤城集会所
10:40 ～ 11:10 板橋住民センター
11:30 ～ 11:50 関住民センター
13:10 ～ 13:40 大久保集落センター
14:00 ～ 14:30 上鶴ヶ谷住民センター

４月16日
（木）

10:00 ～ 10:30 野集会所
10:50 ～ 11:20 新宮集会所
11:40 ～ 12:00 十三塚集会所
13:10 ～ 13:30 東部集会所
13:50 ～ 14:30 八幡住民センター

４月17日
（金）

 9:45 ～ 10:20 新里支所駐車場
10:40 ～ 11:00 久保井集会所
11:20 ～ 11:50 熊野集会所
13:10 ～ 13:30 農村女性の家（宿）
13:50 ～ 14:05 消防第三分団詰所
14:25 ～ 14:50 天神集落センター

５月26日
（火）

13:00 ～ 13:30 黒保根町保健センター
13:40 ～ 13:55 八木原集会所
14:05 ～ 14:30 黒保根支所
14:45 ～ 15:00 清水集会所
15:15 ～ 15:30 忠霊塔（下田沢）

５月27日
（水）

13:15 ～ 13:35 前田原集会所
13:45 ～ 13:55 出会原集会所
14:05 ～ 14:20 川口集会所
14:30 ～ 14:55 宿廻集会所
15:05 ～ 15:20 城集会所

５月28日
（木）

13:15 ～ 13:25 古谷集会所
13:35 ～ 13:50 田沢中集会所
14:00 ～ 14:15 上田沢集会所
14:30 ～ 14:50 涌丸集会所
15:05 ～ 15:30 柏山集会所

　狂犬病予防注射を右表の
日程で実施します。
　対象は生後 91 日以上の
犬で、料金は 3,400 円です。
生後 91 日以上の犬で未登
録の場合は、別に登録手数
料 3,000 円が必要です。予
防注射は、動物病院でもで
きますが、料金は事前に御
確認ください。
　問い合わせは、市民生活
課男女共同参画推進・生活
係（☎内線 317）へ。

飼い主は
ルールを守って

 犬の飼主は、次のルール
を必ず守りましょう。
■エサや水をきちんと与える
■汚物などをきちんと処理
する
■鳴き声などで人に迷惑を
掛けない
■常に綱などでつないでおく
■逃げたときは責任をもっ
て探す
■終生、愛情をもって飼う

狂犬病予防注射集合注射

●
学
生
納
付
特
例
制
度
の
御
利
用

を
　

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
、
在

学
期
間
中
の
国
民
年
金
保
険
料
を

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

手
続
き
は
、市
民
課
又
は
新
里
・

黒
保
根
支
所
市
民
生
活
課
で
で
き

ま
す
。
手
続
き
に
は
、
年
金
手
帳
、

学
生
証
又
は
在
学
証
明
書
が
必
要

で
す
。
代
理
人
の
場
合
は
、
運
転

免
許
証
な
ど
本
人
確
認
書
類
と
印

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
１
月
ま
で
に
平
成
26
年

度
の
申
請
を
済
ま
せ
た
人
は
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
は

が
き
形
式
の
申
請
書
を
郵
送
す
る

だ
け
で
平
成
27
年
度
の
手
続
き
が

で
き
ま
す
。

●
就
職
・
退
職
時
に
は
手
続
き
を

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

が
就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
に
加
入
し
た
と
き
は
、
国
民
年

金
の
脱
退
手
続
き
を
、
ま
た
、
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
人
が
60
歳
未
満
で
退
職
し
た

と
き
に
は
、
国
民
年
金
加
入
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る

配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き

も
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

手
続
き
は
、
市
民
課
、
新
里
・

黒
保
根
支
所
市
民
生
活
課
、境
野
・

広
沢
・
梅
田
・
相
生
・
川
内
・
菱

公
民
館
で
で
き
ま
す
。

　

脱
退
手
続
き
に
は
事
業
所
発
行

の
被
保
険
者
証
と
年
金
手
帳
、
加

入
手
続
き
に
は
事
業
所
発
行
の
社

会
保
険
離
脱
証
明
書
と
年
金
手
帳

が
必
要
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
課
年
金

係
（
☎
内
線
２
７
３
）
へ
。

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

公
衆
ト
イ
レ
に
係
る
意
見
交
換

会
」
で
、
要
望
が
あ
り
ま
し
た
姿

見
や
化
粧
カ
ウ
ン
タ
ー
、
ま
た
、

各
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
に
は
、
フ
ッ
ク

や
便
座
消
毒
液
な
ど
も
設
置
し
、

女
性
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
清
掃
セ
ン
タ

ー
庶
務
係
（
☎
74
１
０
１
０
）
へ
。

西
桐
生
駅
前
公
衆
ト
イ
レ
を
建
て
替
え

　

西
桐
生
駅
前
公
衆
ト
イ
レ
の
老

朽
化
に
伴
い
、
外
観
を
西
桐
生
駅

舎
（
国
の
登
録
有
形
文
化
財
）
に

合
わ
せ
た
も
の
に
建
て
替
え
ま
し

た
。
多
目
的
ト
イ
レ
を
新
た
に
設

置
し
、
車
椅
子
使
用
者
だ
け
で
な

く
、
乳
・
幼
児
か
ら
、
高
齢
者
ま

で
御
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、「
女
性
目
線
か
ら
見
た

15 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111
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海
外
販
路
の

開
拓
を
支
援

し
ま
す　産業振興施策の一環として中小企業や勤労

者向けに、小口資金や経営安定資金、設備資金、
季節資金、中心市街地空き店舗活用支援資金、
勤労者生活資金など、様々な制度融資を行っ
ています。
申し込み＝取扱金融機関への申し込みとなり
ます。詳しいことは、産業政策課にある「制度
融資のご案内」を御覧ください。
　問い合わせは、産業政策課商業・金融係（☎内線583）へ。

要件緩和でより利用しやすく
　制度融資の中心市街地空き店舗活
用支援資金では、融資利率引き下げ
など、右の表のとおり要件を緩和し
ます。この緩和は、４月１日以降の
申し込みから適用されます。

新
規
取
引
先
の

開
拓
を

支
援
し
ま
す

桐生の企業、
応援します !

企業ＰＲをお手伝い

桐生市製造業ガイドに掲載しませんか
　市内で製造業を営む企業とその関連業種の情
報を発信するため、市ホームページ内で桐生市
製造業ガイドを運営しています。
掲載のメリット
○企業別のページを作成し、業
　種や加工分野などで検索可能
○自社のホームページへのリン
　クも可能
○掲載企業をまとめて冊子化し、
　大規模展示会などで配布
申し込み＝所定の申請用紙に必
要事項を記入の上、市役所３階
の産業政策課産業政策係（☎内
線584）に提出してください。申
請用紙は産業政策課又は市ホー
ムページに有ります。

要件緩和の内容
改正前 改正後

融資利率 1.5％ 1.0％
融資期間 ６年 ８年
自己資金 ２割 １割

　

中
小
企
業
の
新
た
な
取
引
先
の

開
拓
を
支
援
す
る
た
め
の
補
助
を

行
い
ま
す
。
補
助
を
受
け
ら
れ
る

の
は
、
市
内
に
主
要
な
事
業
所
を

置
く
、
中
小
・
小
規
模
製
造
業
者

で
、市
税
の
滞
納
が
無
い
企
業
で
す
。

▼
展
示
会
な
ど
出
展
補
助

対
象
＝
県
外
展
示
会
。
た
だ
し
、

一
般
公
開
で
な
い
も
の
、
販
売
を

主
目
的
と
す
る
も
の
、
国
や
県
な

ど
か
ら
出
展
補
助
を
受
け
て
い
る

場
合
は
対
象
外
で
す
。

補
助
額
＝
出
展
小
間
料
の
２
分
の

１
で
上
限
額
15
万
円（
海
外
展
示

会
は
上
限
額
20
万
円
）

▼
国
際
認
証
な
ど
取
得
補
助

対
象
＝
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
０
１
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
21
。
た
だ
し
、
国
や
県
な
ど
か

ら
取
得
補
助
を
受
け
て
い
る
場
合

や
平
成
27
年
度
内
に
認
証
を
取
得

で
き
な
い
場
合
は
対
象
外
で
す
。

補
助
額
＝
審
査
登
録
費
用
の
３
分

の
１
で
上
限
額
30
万
円

申
し
込
み
＝
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
対
象
と
な
る
展

示
会
や
認
証
の
申
し
込
み
の
写
し

と
概
要
資
料
を
添
え
て
、
市
役
所

３
階
の
産
業
政
策
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
用
紙
は
産
業
政

策
課
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
有
り

ま
す
。
受
付
は
先
着
順
と
し
、
予

算
額
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
産
業
政
策
課

産
業
政
策
係（
☎
内
線
５
８
４
）

へ
。

　

今
年
は
、
次
の
２
つ
の
事
業
に

市
が
出
展
し
ま
す
。

■
台
北
テ
キ
ス
タ
イ
ル
フ
ェ
ア

　
（
Ｔテ

ィ

タ

ス

Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
２
０
１
５
）

　

台
北
市
で
開
催
さ
れ
る
、
繊
維

産
業
の
繊
維
原
料
・
糸
・
生
地
・

副
資
材
及
び
関
連
サ
ー
ビ
ス
を
出

品
対
象
と
し
た
国
際
見
本
市
で

す
。

■
ジ
ェ
ト
ロ
・
ア
ジ
ア
キ
ャ
ラ
バ

　

ン
事
業

　

中
国
の
複
数
都
市
な
ど
で
開
催

さ
れ
る
、
日
用
品
・
生
活
雑
貨
を

出
品
対
象
と
し
た
商
談
会
で
す
。

　

各
事
業
の
詳
細
や
、
参
加
企
業

の
募
集
は
、
今
後
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
産
業
政
策
課

産
業
政
策
係（
☎
内
線
５
８
２
）へ
。

中小企業や勤労者のための

制度融資を御利用ください

ホームページイメージ
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お
知
ら
せ

募
集

講
座
・
講
演

ス
ポ
ー
ツ

催
し

お
知
ら
せ

　

傍
聴
で
き
ま
す

　

教
育
委
員
会
定
例
会

期
日
＝
４
月
14
日（
火
）

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら
。
受
け
付

け
は
、
当
日
、
午
後
１
時
30
分
か

ら
１
時
45
分
ま
で
教
育
委
員
会
総

務
課
で
行
い
ま
す
。

場
所
＝
特
別
会
議
室（
市
役
所
３

階
）

募
集
人
数
＝
５
人（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
＝
教
育
委
員
会
総
務

課（
☎
内
線
６
４
３
）

　

人
工
肛
門
・
膀ぼ
う
こ
う胱
受
術
者

　

特
定
疾
患
患
者
見
舞
金

　

対
象
と
な
る
の
は
、人
工
肛
門
・

人
工
膀
胱
受
術
者
と
、
県
の
特
定

疾
患
医
療
・
小
児
慢
性
特
定
疾
患

医
療
の
給
付
対
象
疾
患
、
慢
性
腎

疾
患（
人
工
透
析
）、
筋
ジ
ス
ト
ロ

フ
ィ
ー
、
血
友
病
で
治
療
を
受
け

て
い
る
人
で
す
。

　

申
請
に
必
要
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
額
＝
月
額
１
２
５
０
円

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課（
☎
内
線

２
７
１
）

　

き
れ
い
に
し
よ
う
よ
桐
生
事
業

　

道
路
や
水
路
の
清

掃
・
除
草
を
行
う
、

他
の
支
援
を
受
け
て

い
な
い
、
５
人
以
上

の
市
内
の
団
体
に
清

掃
・
除
草
用
具
を
支
給
し
ま
す
。

申
し
込
み
＝
４
月
３
日（
金
）か
ら

24
日（
金
）ま
で
の
間
に
直
接
、
都

市
管
理
課（
市
役
所
４
階
）又
は
新

里
・
黒
保
根
支
所
地
域
振
興
整
備

課
へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
都
市
管
理
課（
☎

内
線
５
９
６
）

　

市
税
納
付
は
口
座
振
替
で

　

納
期
ご
と
に
出
か
け
る
手
間
も
、

納
め
忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
４
月

市役所（代表）

　☎0277‐46‐1111

新里支所

　市民生活課

　☎0277‐74‐2212

黒保根支所

　市民生活課

　☎0277‐96‐2111

保健福祉会館

　健康づくり課

　☎0277‐47‐1152

新里町保健文化センター

　☎0277‐74‐5550

黒保根町保健センター

　☎0277‐96‐2266

図書館

　☎0277‐47‐4341

新里図書館

　☎0277‐74‐8080

消防本部（代表）

　☎0277‐47‐1700

主な施設の電話番号

人口と世帯
（2月28日現在）

人口 118,202人（-160人）
　男　56,917人（-63人）
　女　61,285人（-97人）
世帯49,806世帯（-34世帯）

( )内は前月比

中
に
申
し
込
む
と
、固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
第
１
期
、
軽
自
動
車

税
か
ら
口
座
振
替
が
可
能
で
す
。

申
し
込
み
＝
預
貯
金
通
帳
・
口
座

届
出
印
を
持
っ
て
、
市
内
の
金
融

機
関
又
は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
納
税

課（
市
役
所
１
階
）、
新
里
・
黒
保

根
支
所
、
境
野
・
広
沢
・
梅
田
・

相
生
・
川
内
・
菱
公
民
館
へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
納
税
課（
☎
内
線

２
３
５
・
２
３
６
）

　

ク
マ
に
注
意

　

春
先
は
ク
マ

の
行
動
が
活
発

化
す
る
時
期
で
、

ク
マ
と
の
遭
遇

が
心
配
さ
れ
ま

す
。

　

山
林
や
そ
の

周
辺
な
ど
で
は
、
鈴
や
ラ
ジ
オ
を

携
行
す
る
な
ど
し
て
、
偶
発
的
な

接
近
を
避
け
る
よ
う
十
分
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
林
業
振
興
課（
☎

内
線
５
７
９
）

　

認
知
症
家
族
交
流
会

　

認
知
症
や
介
護
の
こ
と
な
ど
、

何
で
も
話
せ
る
交
流
会
で
す
。
今

回
は
男
性
限
定
で
す
。

期
日
＝
４
月
17
日（
金
）

時
間
＝
午
前
10
時
か
ら

場
所
＝
の
ぞ
み
の
苑

対
象
＝
認
知
症
の
人
を
介
護
す
る

家
族
、
近
隣
援
助
者
な
ど

申
し
込
み
＝
電
話
で
桐
生
市
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み
の
苑

（
☎
54
９
５
３
７
）へ
。

　

漏
水
の
確
認
を

　

家
の
全
て
の
給
水
栓
を
閉
め
て

も
量
水
器
の
中
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

（
銀
色
）が
回
っ
て
い
れ
ば
、
ど
こ

か
で
漏
水
し
て
い
ま
す
。
水
道
局

指
定
の
水
道
工
事
店
に
至
急
修
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
漏
水
に
よ
る
水
道
料
金

及
び
下
水
道
使
用
料
は
使
用
者
の

負
担
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
水
道
局
総
務
課

（
☎
内
線
３
２
５
）

情報
ひろば

情報
ひろば

■空き家対策室を新設
　緊急を要する課題である空き家対
策の取り組みを強化するため、都市
整備部内に空き家対策室を新設し、
対策係と定住促進係を配置します。

■用地対策室を新設
　県との合同事業となる都市計画道
路整備などを推進するため、都市整
備部に用地対策室を新設し、用地係
を配置します。

問い合わせ＝総務課（☎内線 558）

４月１日から

市役所の組織が
一部変わります
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渡
良
瀬
川
ク
リ
ー
ン
運
動

　

渡
良
瀬
川
流
域
の
市
や
町
が
協

力
し
て
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
５
月
10
日（
日
）

時
間
＝
午
前
８
時
～
９
時

集
合
場
所
＝
相
川
橋
上
右
岸（
相

生
工
業
団
地
側
）、
桐
商
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
さ
く
ら
遊
園
、
小
梅
琴
平

公
園
、
境
野
水
処
理
セ
ン
タ
ー
、

松
原
橋
公
園
、
水
質
浄
化
セ
ン
タ

ー問
い
合
わ
せ
＝
土
木
課（
☎
内
線

６
１
４
）

　

桐
生
が
岡
動
物
園

　

赤
ち
ゃ
ん
に
会
い
に
き
て
ね

　

桐
生
が
岡
動
物
園
で
は
、
動
物

た
ち
が
出
産
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

か
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん
が
次
々
と
仲

間
入
り
し
て
い
ま
す
。
外
に
出
て

遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
赤

ち
ゃ
ん
た
ち
に
是
非
会
い
に
来
て

く
だ
さ
い
。

●
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

▼
カ
ン
ガ
ル
ー
２
頭
…
ア
ト
、
モ

ト（
と
も
に
性
別
不
明
）

▼
ヒ
ツ
ジ
４
頭
…
ポ
コ（
メ
ス
）、

ツ
ム（
メ
ス
）。
オ
ス
２
頭
は
名
前

未
定
。

▼
ム
フ
ロ
ン
２
頭
…
サ
ン
ゾ
ウ

（
オ
ス
）、
ミ
ナ（
メ
ス
）

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
が
岡
動
物
園

（
☎
22
４
４
４
２
）

　

遊
園
地
無
料
券
を
配
布

　

４
月
か
ら
平
成
28
年
３
月
ま
で

の
間
、
毎
月
３
回
分
、
１
年
間
で

36
回
分
、
遊
園
地
の
乗
り
物
を
使

え
る
券
を
配
布
し
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
２
歳
以

上
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん

配
布
方
法
＝
保
育
園
・
幼
稚
園
児

は
各
園
で
、
小
学
生
は
各
小
学
校

で
、
未
就
園
の
お
子
さ
ん
は
青
年

の
家
で
配
布
し
ま
す
。
※
新
里
・

黒
保
根
地
区
は
各
公
民
館
で
配
布

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
青
少
年
課（
☎
47

２
１
８
４
）

　

身
体
障
害
者
等

　

奨
学
助
成
金
を
給
付

対
象
＝
身
体
障
害
者
手
帳（
１
級

～
４
級
）を
持
っ
て
い
る
人
、
両

親
の
い
ず
れ
か
が
身
体
障
害
者
手

帳（
１
級
～
２
級
）を
持
っ
て
い
る

人
で
、
市
内
に
居
住
し
、
高
校
、

高
等
専
門
学
校
、
大
学
、
専
修
学

校
、
各
種
学
校
、
特
別
支
援
学
校

高
等
部
に
在
学
中
の
人
。

給
付
金
額
＝
２
万
円
～
８
万
円

（
年
額
）

申
し
込
み=

５
月
29
日（
金
）ま
で

に
、
在
学
証
明（
発
行
日
が
4
月

1
日
以
降
の
も
の
）、
身
体
障
害

者
手
帳
、
印
、
振
込
口
座
の
分
か

る
も
の
を
用
意
し
、
直
接
、
福
祉

課（
☎
内
線
２
６
６
）へ
。

　

平
成
31
年
度
ま
で
の

　

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

　

平
成
31
年
度
ま
で
の
桐
生
市
子

ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
の
改
訂

版
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

改
訂
版
は
、
①
家
庭
・
地
域
・

学
校
な
ど
に
お
け
る
自
主
的
な
読

書
活
動
の
推
進
、
②
読
書
活
動
に

関
す
る
理
解
と
関
心
の
普
及
、
③

関
係
機
関
等
の
連
携
・
協
力
の
３

つ
を
計
画
推
進
の
柱
と
し
て
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
主
な
改
訂
内
容

　

自
分
で
考
え
判
断
で
き
る
力
を

養
う
た
め
の
資
料
の
整
備
と
充
実
、

子
ど
も
読
書
活
動
に
関
す
る
情
報

提
供
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

と
の
協
働
事
業
の
推
進
な
ど
で
す
。

　

計
画
は
、
図
書
館
、
新
里
図
書

館
、
各
公
民
館
の
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
有
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館（
☎
47
４

３
４
１
）

　

障
害
者
基
幹
型
相
談
室

　

子
ど
も
発
達
相
談
室

▼
桐
生
市
障
害
者
基
幹
型
相
談
室

　

障
害
者
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
、

総
合
的
に
応
じ
ま
す
。

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館
１
階

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
市
障
害
者
基

幹
型
相
談
室（
☎
43
０
２
９
４
）

▼
桐
生
市
子
ど
も
発
達
相
談
室

　

子
育
て
に
つ
い
て
の
相
談
、
子

供
の
特
徴
に
あ
わ
せ
た
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
18
歳
ま

で
の
子
供
と
そ
の
保
護
者

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館
１
階

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
市
子
ど
も
発

達
相
談
室（
☎
43
２
０
０
０
）

募
集

　

市
民
文
化
会
館

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ

　

文
化
会
館
主
催
の
公
演
の
チ
ケ

ッ
ト
改
札
、
会
場
案
内
な
ど
の
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
業
務（
無
償
）で
す
。

対
象
＝
16
歳
以
上
の
人

申
し
込
み
＝
４
月
24
日（
金
）ま
で

に
電
話
又
は
直
接
、
市
民
文
化
会

館（
☎
40
１
５
０
０
）へ
。

みどり市通信

　富弘美術館の運営に協力していただけるボ
ランティアを募集しています。
　サポーターによる行事の企画などを行って
いただきます。会費はかかりません。
主な活動＝美術館周辺の花壇の手入れ、お客
様の案内、事務作業の手伝い、朗読会や散策
など、行事開催
問い合わせ＝富弘美術館（☎95‐6333）

富弘美術館
サポーターを
募集

このコーナーでは、みどり市からのお知らせを掲載しています。
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お
知
ら
せ

募
集

講
座
・
講
演

ス
ポ
ー
ツ

催
し

　

計
量
モ
ニ
タ
ー

　

購
入
し
た
商
品
の
重
さ
を
量
り
、

商
品
の
内
容
量
表
示
が
正
確
か
調

査
し
、
計
量
日
誌
に
記
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

調
査
期
間
＝
６
月
１
日（
月
）
～

30
日（
火
）

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
人

募
集
人
数
＝
４
人（
抽
せ
ん
）

申
し
込
み
＝
４
月
20
日（
月
）ま
で

に
電
話
で
市
民
生
活
課（
☎
内
線

３
１
７
）へ
。

　

図
書
館
ア
ル
バ
イ
ト

　

業
務
内
容
は
本
の
点
検
・
運
搬
・

整
理
作
業
で
す
。

期
日
＝
６
月
22
日（
月
）・
23
日

（
火
）・
25
日（
木
）・
26
日（
金
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
＝
図
書
館
・
各
公
民
館

時
給
＝
７
７
０
円

対
象
＝
18
歳
以
上
で
４
日
間
勤
務

で
き
る
人

募
集
人
数
＝
18
人（
面
接
で
決
定
）

申
し
込
み
＝
４
月
15
日（
水
）か
ら

30
日（
木
）ま
で（
日
、
月
、
祝
日

を
除
く
）に
直
接
、
図
書
館（
☎
47

４
３
４
１
）へ
。
応
募
用
紙
は
４

月
２
日（
木
）か
ら
図
書
館
で
配
布

し
ま
す
。

　

る
う
ふ
会
員

　

市
民
文
化
会
館
友
の
会「
る
う

ふ
倶
楽
部
」の
会
員
に
な
る
と
、

チ
ケ
ッ
ト
の
割
引
や
先
行
予
約
、

レ
ス
ト
ラ
ン
の
割
引
な
ど
の
特
典

が
あ
り
ま
す
。

費
用
＝
個
人
２
０
０
０
円
、
ペ
ア

３
０
０
０
円（
年
額
）

有
効
期
限
＝
平
成
28
年
３
月
31
日

ま
で

申
し
込
み
＝
年
会
費
を
用
意
し
、

市
民
文
化
会
館（
☎
40
１
５
０
０
）

１
階
情
報
コ
ー
ナ
ー
へ
。

講
座
・
講
演

　

市
民
植
木
市

　

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

期
日
＝
５
月
23
日（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
か
ら

場
所
＝
市
役
所
構
内

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

費
用
＝
１
０
０
０
円

申
し
込
み
＝
往
復
は
が
き
に
①
住

所
、
②
氏
名
、
③
電
話
番
号
を
明

記
し
て
、
４
月
24
日（
金
）（
当
日

消
印
有
効
）ま
で
に
公
園
緑
地
課

（
〒
３
７
６
‐
８
５
０
１
桐
生
市

役
所
、
☎
内
線
２
８
３
）へ
。

　

親
子
水
生
昆
虫
採
取
と

　

自
然
観
察
教
室

　

桐
生
川
の
清

流
に
す
む
水
生

昆
虫
な
ど
の
採

取
・
観
察
、
鳥

や
昆
虫
、
植
物

の
観
察
を
し
ま

す
。

期
日
＝
５
月
16

日（
土
）

時
間
＝
午
前
９

時
～
午
後
３
時

場
所
＝
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ

ー対
象
＝
親
子（
成
人
責
任
者
が
同

行
す
れ
ば
、親
子
で
な
く
て
も
可
）

募
集
人
数
＝
60
人（
先
着
順
）

費
用
＝
一
人
３
０
０
円（
資
料
代
、

材
料
代
、
保
険
料
な
ど
）

申
し
込
み
＝
４
月
24
日（
金
）か
ら
、

電
話（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）で

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎
32
２
６

４
４
）へ
。

　

年
少
指
導
者
養
成
研
修
会

　

高
校
生
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
と
資

質
向
上
の
た
め
の
研
修
会
で
す
。

　

研
修
会
修
了
後
、
希
望
者
は
桐

生
市
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ

ブ（
Ｋ
Ｌ
Ｃ
）に
所
属
し
、
活
動
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日
・
時
間
＝
４
月
25
日（
土
）午

後
１
時
か
ら
26
日（
日
）午
後
４
時

ま
で
の
１
泊
２
日

場
所
＝
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ

ー対
象
＝
平
成
27
年
度
、
市
内
に
居

住
又
は
通
学
す
る
高
校
生

募
集
人
数
＝
50
人
程
度

費
用
＝
２
２
０
０
円

申
し
込
み
＝
４
月
20
日（
月
）ま
で

に
電
話
で
青
年
の
家（
☎
47
２
１

８
６
）へ
。

　

群
大
工
学
部
創
立
１
０
０

　

周
年
記
念
講
演
会（
第
３
回
）

　

群
馬
大
学
工
学
部
創
立
１
０
０

周
年
を
記
念
し
て
行
う
、
リ
レ
ー

式
講
演
会
の
３
回
目
で
す
。
今
回

は
、
次
の
２
題
目
に
つ
い
て
で
す
。

▼
桐
生
の
災
害
を
考
え
る
‐
命
を

守
る
防
災
研
究
の
最
前
線
‐（
環

境
創
生
部
門
・
金
井
昌
信
准
教
授
）

▼
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
世
界
を
変
え

る（
電
子
情
報
部
門
・
中
野
眞
一

教
授
）

期
日
＝
４
月
11
日（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
市
民
文
化
会
館
ス
カ
イ
ホ

ー
ル
Ａ

対
象
＝
中
学
生
以
上

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
大
学
工
学
部

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
事
務
局（
理
工
学
部
庶
務

係
内
、
☎
30
１
０
２
７
）

　この時期は、空気が
乾燥し、枯葉や枯れ枝
が多く、下草も枯れて
います。また、行楽や野外での作業に
適したシーズンに入り、山林への人の
出入りが多くなる時期も重なることも
あり、山火事が多発する時期となって
います。昨年、一昨年とこの時期に大
規模な山火事が発生しています。
　野山では次のことに注意してくださ
い。
●タバコの吸いがらは必ず持ち帰る。
●風の強い時や空気が乾燥している時
は、特に、火の取り扱いに十分注意し、
たき火などをしない。
●火遊びはしない、させない。貴重な
人命や財産を火災から守るため、林野
での火気の取扱には十分気をつけまし
ょう。
　なお、山火事跡地に通じる林道一

いっしき

色
線は災害復旧事業のため、一般車両の
通行はできません。
問い合わせ＝消防本部予防課（☎47 ‐
1703）、林業振興課（☎内線568）

山火事に
注意！
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自
然
観
察
の
森 

行
事

問
い
合
わ
せ
＝
自
然
観
察
の
森

（
☎
65
６
９
０
１
）

▼
カ
ッ
コ
ソ
ウ
観
察
会

　

鳴
神
山
周
辺
に
自
生
す
る
カ
ッ

コ
ソ
ウ
の
話
と
園
内
に
あ
る
移
植

地
で
花
を
観
察
し
ま
す
。

期
日
＝
４
月
12
日（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

集
合
場
所
＝
観
察
の
森
ネ
イ
チ
ャ

ー
セ
ン
タ
ー

▼
大
人
の
た
め
の
自
然
教
室

　
「
春
の
森
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」

　

観
察
の
森
の
周
辺
に
あ
る
山
に

登
っ
て
、
自
然
観
察
を
し
ま
す
。

　

昼
食
と
飲
み
物
を
持
参
、
長
袖
、

長
ズ
ボ
ン
な
ど
、
歩
く
の
に
適
し

た
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
４
月
18
日（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

対
象
＝
18
歳
以
上

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

▼
ア
ブ
ラ
ム
シ
講
座

　

身
近
な
ア
ブ
ラ
ム
シ
で
す
が
、

研
究
者
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今

回
は
、
春
の
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
観
察

と
講
義
を
行
い
ま
す
。

　

昼
食
と
飲
み
物
を
持
参
、
長
袖
、

長
ズ
ボ
ン
な
ど
、
歩
く
の
に
適
し

た
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
４
月
19
日（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

対
象
＝
中
学
生
以
上

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

講
師
＝
芝
浦
工
大
附
属
柏
中
学
高

等
学
校
教
諭
の
松
本
嘉
幸
さ
ん

▼
第
1
回
早
起
き
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ（
全
６
回
）

　

繁
殖
に
わ
た
っ
て
く
る
夏
鳥
の

声
を
聞
き
ま
す
。

期
日
＝
４
月
26
日（
日
）

時
間
＝
午
前
５
時
30
分
～
７
時

集
合
場
所
＝
観
察
の
森
駐
車
場

▼
親
子
で
春
の
森
を
歩
こ
う

　

園
内
の
希
望
コ
ー
ス
を
随
時
レ

ン
ジ
ャ
ー
が
自
然
ガ
イ
ド
を
し
な

が
ら
歩
き
ま
す
。

期
日
＝
５
月
３
日（
祝
）
～
６
日

（
振
休
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
観
察
の
森
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー

　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
講
座

　

費
用
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
☎
54
２
１
０

１
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
初
歩
か
ら
の
パ
ソ
コ
ン
入
門
講

座期
間
＝
５
月
11
日（
月
）
～
29
日

（
金
）※
土
・
日
曜
を
除
く

時
間
＝
①
午
前
９
時
～
10
時
30
分

②
午
前
10
時
50
分
～
午
後
０
時
20

分（
ら
く
ら
く
コ
ー
ス
）

申
込
締
切
＝
４
月
22
日（
水
）

▼
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
座

期
間
＝
５
月
11
日
か
ら
６
月
22
日

ま
で
の
毎
週
月
・
木
曜
日

時
間
＝
午
後
６
時
45
分
～
８
時
45

分申
込
締
切
＝
４
月
22
日（
水
）

▼
中
国
語
入
門
講
座

期
間
＝
５
月
20
日
か
ら
12
月
２
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日
※
休
講
日
有

り時
間
＝
午
後
６
時
45
分
～
８
時
15

分申
込
締
切
＝
５
月
１
日（
金
）

▼
漢
字
検
定

期
日
＝
６
月
13
日（
土
）

時
間
＝
各
級
に
よ
る

申
込
期
間
＝
４
月
10
日（
金
）
～

30
日（
木
）※
先
着
50
人

　

桐
生
市
青
年
大
学

　

ス
ポ
ー
ツ
や
様
々
な
活
動
を
通

じ
て
仲
間
作
り
、
友
達
作
り
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
料
理
、
レ
ザ
ー

ク
ラ
フ
ト
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
、
桐
生
市
青
年
祭
、
ス
キ

ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ツ
ア
ー
、
懇

親
会
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

期
日
＝
５
月
19
日
か
ら
平
成
28
年

３
月
ま
で
の
主
に
火
曜
日

時
間
＝
午
後
７
時
～
９
時

場
所
＝
青
年
の
家

対
象
＝
市
内
及
び
近
郊
に
居
住
又

は
勤
務
・
通
学
し
、
原
則
と
し
て

１
年
を
通
じ
て
出
席
で
き
る
人

（
18
歳
以
上
35
歳
ま
で
）

募
集
人
数
＝
70
人（
先
着
順
）

費
用
＝
必
要
に
応
じ
て
徴
収

申
し
込
み
＝
４
月
１
日（
水
）か
ら

直
接
又
は
電
話
で
青
年
の
家（
☎

47
２
１
８
６
）へ
。

ス
ポ
ー
ツ

　

初
心
者
柔
道
教
室

期
日
＝
５
月
９
日
か
ら
30
日
ま
で

の
毎
週
土
曜
日

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
＝
青
年
の
家
武
道
場

対
象
＝
市
内
に
居
住
又
は
通
園
・

通
学
す
る
年
長
園
児
と
小
学
生

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

費
用
＝
１
０
０
０
円（
保
険
料
含

む
）

申
し
込
み
＝
４
月
13
日（
月
）か
ら

電
話
で
市
民
体
育
館（
☎
54
５
７

０
５
）へ
。
柔
道
着
の
貸
し
出
し

が
有
り
ま
す
。

　

市
民
体
力
測
定

　

文
部
科
学
省
に
よ
る「
新
体
力

テ
ス
ト
」を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
５
月
９
日（
土
）

時
間
＝
午
前
８
時
50
分
～
正
午

場
所
＝
市
民
体
育
館

対
象
＝
市
内
に
居
住
又
は
勤
務
、

通
学
す
る
20
歳
以
上
の
人

募
集
人
数
＝
60
人（
抽
せ
ん
）

申
し
込
み
＝
４
月
13
日（
月
）か
ら

５
月
８
日（
金
）ま
で
に
電
話
で
ス

ポ
ー
ツ
体
育
課（
☎
内
線
６
５
７
）

へ
。

　地域包括支援センターの適切な運営を
行うため設置している「桐生市地域包括
支援センター運営協議会」の委員２人を
募集します。
　委員には、年３回程度開催する会議へ
出席していただきます。
任期＝４月～平成30年３月（３年間）
対象＝市内に居住し、４月１日現在で介
護保険の被保険者
申し込み＝所定の応募用紙に必要事項を
記入し、４月22日（水）までに市役所１階
の長寿支援課（☎内線587）へ提出してく
ださい。
　応募用紙は、同課、新里・黒保根支所
のほか、市のホームページに有ります。

地域包括支援センター運営協議会

　市民委員募集

青年祭も企画します

20広報きりゅう平成27年4月号



広
告

お
知
ら
せ

募
集

講
座
・
講
演

ス
ポ
ー
ツ

催
し

　

初
心
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

　

ゴ
ル
フ
教
室

期
日
＝
５
月
14

日
か
ら
６
月
11

日
ま
で
の
毎
週

木
曜
日

時
間
＝
午
前
10

時
～
正
午

場
所
＝
桐
生
球

場
附
属
球
場
Ａ

Ｂ対
象
＝
市
内
に

居
住
又
は
通
学

す
る
18
歳
以
上
の
人（
高
校
生
は

除
く
）

募
集
人
数
＝
30
人（
先
着
順
）

費
用
＝
１
０
０
０
円（
保
険
料
含

む
）

申
し
込
み
＝
４
月
14
日（
火
）か
ら

電
話
で
市
民
体
育
館（
☎
54
５
７

０
５
）へ
。

催
し

　
メみェ
～
ん
な
で
トと
りリ
ま
せ
ん
か
？

　

動
物
撮
影
会

　

動
物
と
一
緒
に
、
み
ん
な
で
写

真
を
撮
り
ま
せ
ん
か
。

　

動
物
園
で
は
、
飼
育
の
日（
４

月
19
日
）に
ち
な
み
、
ル
リ
コ
ン

ゴ
ウ
イ
ン
コ
や
今
年
生
ま
れ
た
ヒ

ツ
ジ
な
ど
の
動
物
た
ち
と
の
撮
影

会
を
開
催
し
ま
す
。
カ
メ
ラ
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
動
物

の
体
調
に
よ
っ
て
は
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

期
日
＝
４
月
19
日（
日
）※
雨
天
中

止時
間
＝
①
午
前
10
時
30
分
～
11
時

②
午
後
２
時
～
２
時
30
分

場
所
＝
桐
生
が
岡
動
物
園
南
門
女

神
像
前

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
が
岡
動
物
園

（
☎
22
４
４
４
２
）

　

ア
ジ
ア
ゾ
ウ（
イ
ズ
ミ
）

　

60
歳
の
お
誕
生
日
会

　

今
年
で
60
歳
に
な
る
ア
ジ
ア
ゾ

ウ
の
イ
ズ
ミ
に
、
誕
生
日
ケ
ー
キ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ま
た
、

担
当
飼
育
員
に
よ
る
ゾ
ウ
の
ガ
イ

ド
も
あ
り
ま
す
。
キ
ノ
ピ
ー
も
お

祝
い
に
か
け
つ
け
ま
す
。

日
時
＝
４
月
23
日（
木
）※
雨
天
時

は
24
日（
金
）に
延
期

時
間
＝
午
前
９
時
30
分

場
所
＝
ゾ
ウ
舎
屋
外
展
示
場
前

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
が
岡
動
物
園

（
☎
22
４
４
４
２
）

　

ア
ク
リ
ジ
ッ
ク
ア
ー
ト
実
演

　

色
ス
プ
レ
ー
で
の
絵
画
で
す
。

期
日
＝
４
月
19
日（
日
）

時
間
＝
①
午
前
10
時
30
分
②
午
後

１
時
30
分

場
所
＝
桐
生
が
岡
遊
園
地
中
央
広

場（
雨
天
中
止
）

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
が
岡
遊
園
地

（
☎
22
７
５
８
０
）

　

桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

　

毎
月
第
１
、
第
３
土
曜
日
に
上

演
し
ま
す
。

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３

時
※
１
日
５
回
程
度
上
演

場
所
＝
桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

館（
有
鄰
館
内
）

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課（
☎

内
線
５
６
６
）

　

八
木
節
交
流
広
場

期
日
＝
５
月
２
日（
土
）
～
６
日

（
振
休
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
本
町
三
丁
目
商
店
街
振
興

組
合
ト
ポ
ス

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課（
☎

内
線
３
６
６
）

　

日
本
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
シ
リ
ー
ズ

　

川
久
保
賜た
ま
き紀
リ
サ
イ
タ
ル

　

川
久
保
賜
紀（
バ
イ
オ
リ
ン
）と

江
崎
昌
子（
ピ
ア
ノ
）が
、
ク
ラ
イ
ス

ラ
ー
や
ラ
ベル
の
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

期
日
＝
５
月
22
日（
金
）

時
間
＝
午
後
７
時
開
演

場
所
＝
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

費
用
＝
全
席
指
定
３
５
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
０
０
０
円
。
シ
リ

ー
ズ
公
演
セ
ッ
ト
券
も
有
り
。
※

未
就
学
児
入
場
不
可
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
文
化
会
館

（
☎
22
９
９
９
９
）

　

桐
生
え
き
な
か
市

　

新
鮮
な
野
菜
や
手
作
り
加
工
品

な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

期
日
＝
４
月
12
日
か
ら
５
月
３
日

ま
で
の
毎
週
日
曜
日

時
間
＝
午
前
９
時
～
11
時
30
分

（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

場
所
＝
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
南
口

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課（
☎

内
線
５
６
６
）

「楫取素彦と桐生」展
　楫取の功績や、市内に残る建造物や
資料、係わりのあった人物などをパネ
ルで紹介しています。
場所＝桐生明治館２階展示室
費用＝高校生以上150円、中学生以下50円
問い合わせ＝文化財保護課（☎内線622）

「桐生に残った楫取素彦の足跡」展
　校名額（西小・南小・北小）、横山嘉
兵衛関連資料、漢詩（楫取揮

き ご う

毫）などを
展示しています。
場所＝中央公民館３階展示室　　　　
問い合わせ＝文化財保護課（☎内線622）
　　　　　　図書館（☎47 ‐ 4341）

５月24日（日）まで

楫
か と り

取素
も と ひ こ

彦展開催中

川久保賜紀
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プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　

春
の
星
空
と
星
座
に
ま
つ
わ
る

お
は
な
し
や
季
節
の
話
題
を
紹
介

し
ま
す
。

期
日
＝
４
月
11
日（
土
）・
12
日

（
日
）・
25
日（
土
）・
26
日（
日
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
２
時
40
分

場
所
＝
中
央
公
民
館
３
階

募
集
人
数
＝
50
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
当
日
、
午
前
９
時
か

ら
入
場
券
を
図
書
館（
☎
47
４
３

４
１
）1
階
カ
ウ
ン
タ
ー
で
配
布
。

　

お
は
な
し
会

　

来
場
し
た
お
子
さ
ん
の
年
齢
に

あ
わ
せ
、
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

●
図
書
館（
☎
47
４
３
４
１
）

期
日
＝
４
月
11
日（
土
）・
16
日

（
木
）・
25
日（
土
）

時
間
＝
午
前
11
時
か
ら
30
分
程
度

●
新
里
図
書
館（
☎
74
８
０
８
０
）

期
日
＝
４
月
25
日（
土
）

時
間
＝
午
前
11
時
か
ら
30
分
程
度

　

生
涯
学
習
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

有
鄰
館
ま
つ
り

期
日
＝
４
月
29
日（
祝
）
～
５
月

６
日（
振
休
）

場
所
＝
有
鄰
館

▼
主
な
イ
ベ
ン
ト

　

開
催
日
、
時
間
な
ど
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
生
涯
学
習
桐
生
市
民
の
会
活
動

発
表
展
示
会
○
桐
生
ま
ち
の
駅
協

議
会
日
替
わ
り
物
産
市
○
子
供
の

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル「
ポ
レ

ポ
レ
キ
ッ
ズ
」○
子
供
チ
ャ
レ
ン

ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
○
屋
外
コ
ン
サ
ー

ト
・
ス
テ
ー
ジ
発
表
○
一
店
一
作

家
特
別
展
覧
市
○
生
涯
学
習
推
進

委
員
交
流
大
会
味
自
慢
・
腕
自
慢

○
模
擬
店

問
い
合
わ
せ
＝
生
涯
学
習
課（
☎

内
線
２
７
０
）、
有
鄰
館（
☎
46
４

１
４
４
）

　

第
10
回
さ
く
ら
草
ま
つ
り

　

サ
ク
ラ
ソ
ウ
が
見
頃
を
迎
え
る

時
期
に
あ
わ
せ
、
新
鮮
な
野
菜
や

植
木
、
鉢
花
、
お
や
き
な
ど
を
安

価
で
販
売
し
ま
す
。
す
い
と
ん
や

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
無
料
サ
ー
ビ
ス

も
有
り
ま
す
。

期
日
＝
４
月
26
日（
日
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
１
時

場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
里
町
農

産
物
等
直
売
所（
☎
74
４
１
０
０
）

　

ア
ー
ス
デ
イ
in
桐
生
２
０
１
５

期
日
＝
４
月
19
日（
日
）※
雨
天
開

催時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
群
馬
大
学
理
工
学
部

内
容
＝
学
生
や
企
業
、
市
民
団
体

に
よ
る
実
験
、
環
境
活
動
紹
介
、

工
学
部
１
０
０
周
年
に
ち
な
ん
だ

写
真
展
な
ど
。
当
日
は
Ｍマ

ユ

Ａ
Ｙ
Ｕ

が
大
学
と
有
鄰
館
を
往
復
。

問
い
合
わ
せ
＝
ア
ー
ス
デ
イ
in
桐

生
事
務
局（
☎
０
７
０
‐
６
５
２

１
‐
６
９
５
０
）

　

堀
マ
ラ
ソ
ン
大
会
写
真
展

　

第
61
回
桐
生
市
堀
マ
ラ
ソ
ン
大

会
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

期
日
＝
４
月
８
日（
水
）
～
13
日

（
月
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所
＝
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
勤
労

福
祉
会
館
展
示
ホ
ー
ル
）

問
い
合
わ
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
体
育
課

（
☎
内
線
６
５
８
）

関
連
団
体
か
ら
の

お
知
ら
せ

▼
上
電
・
春
イ
ベ
ン
ト
２
０
１
５

期
日
＝
４
月
26
日（
日
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３

時場
所
＝
大
胡
電
車
庫

問
い
合
わ
せ
＝
上
毛
電
気
鉄
道

（
☎
０
２
７
‐
２
３
１
‐
３
５
９

７
）

▼
問
屋
街
開
放
の
日
・
桐
っ
こ
市

期
日
＝
毎
週
土
曜
日

時
間
＝
午
前
９
時
～
11
時

場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
地
方

卸
売
市
場（
☎
46
６
２
８
２
）

▼
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

労
働
者
、
事
業
主
の
様
々
な
相

談
に
応
じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
労
働
局
総
合

労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
☎
０
２
７

‐
２
１
０
‐
５
０
０
２
）

▼
子
ど
も
の
た
め
の
特
設
人
権
相

談
所

期
日
＝
５
月
６
日（
振
休
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
＝
さ
く
ら
も
ー
る（
み
ど
り

市
大
間
々
町
）

問
い
合
わ
せ
＝
前
橋
地
方
法
務
局

桐
生
支
局（
☎
44
３
５
２
６
）

広
告

お
知
ら
せ

募
集

講
座
・
講
演

ス
ポ
ー
ツ

催
し

意見提出手続（パブリック・コメント）

●案件名＝桐生市安全なまちづくり推進
　　　　　基本計画（案）

●募集期間＝４月10日（金）～５月11日（月）

●担当課＝安全安心課（内線465）

●案件名＝桐生市歯科口腔保健の推進に
　　　　　関する条例（案）

●募集期間＝４月13日（月）～５月12日（火）

●担当課＝健康づくり課（☎47‐1152）

＊案は担当課、情報政策課、新里・黒保根支
所、市ホームページに有ります。
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各種相談案内
相談・内容 期日・時間 場所 問い合わせ

市民相談
（日常生活全般の相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時

市民相談室
（市役所２階）

市民相談室（☎内線355・503）
※電話での相談にも応じます。

無料法律相談
（弁護士による相談）

４月２日から５月７日までの
毎週木曜日
午前10時～正午

市民相談室
（市役所２階） 市民相談室（☎内線355・503）

※要予約。２週間前から市民相談室（☎内線355・503）で、午前９時から午後４時まで先着順
に受け付けます。相談人数は１日当たり７人です。

４月６日（月）、５月７日（木）
午後１時～３時

みどり市笠懸会場（みどり市
笠懸老人憩の家）

みどり市社会福祉協議会本所
（☎76‐4111）

※要予約。みどり市社会福祉協議会本所（☎76‐4111）で、先着順に受け付けます。

人権相談
（人権侵害や差別など
　に関する相談）

４月14日（火）・28日（火）
午後１時30分～３時30分

市民相談室
（市役所２階） 市民相談室（☎内線355・503）

4月1日（水）、５月1日（金）
午前９時30分～11時30分 新里総合センター（３階） 新里支所市民生活課

（☎74‐2384）

4月20日（月）
午前９時～11時 黒保根支所（２階） 黒保根支所市民生活課

（☎96‐2111）

消費生活相談
（消費生活に関する苦情
　や相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時

桐生市消費生活センター
（保健福祉会館４階）

桐生市消費生活センター
（☎40‐1112）

行政相談
（国などの仕事への要
　望・苦情）

4月14日（火）・28日（火）
午後１時30分～３時30分

市民相談室
（市役所２階） 市民相談室（☎内線355・503）

4月1日（水）、5月1日（金）
午前９時30分～11時30分 新里総合センター（３階） 新里支所市民生活課

（☎74‐2384）

4月20日（月）
午前９時～11時 黒保根支所（２階） 黒保根支所市民生活課

（☎96‐2111）

労働相談
（職場のトラブルに関する相談）

4月3日（金）・17日（金）、
5月1日（金）
午前９時～正午

市民相談室
（市役所２階） 産業政策課（☎内線565）

家庭児童相談
（家庭、児童、母子な
　どに関する相談）
児童虐待通報
（児童虐待と思ったら）

月～金曜日
午前８時30分～午後５時15分

子育て支援課
（市役所１階）

子育て支援課
（☎内線250・251）

月～金曜日
午前８時30分～午後５時15分

みどり市こども課
（笠懸庁舎）

みどり市こども課
（☎76‐0995）

24時間 群馬県東部児童相談所（太田
市）

群馬県東部児童相談所
（☎0276‐31‐3721）

福祉、介護、教育、育児などの相談には、それぞれの担当課で応じています。
土、日、祝日は、群馬県東部児童相談所を除き、各相談業務、予約の受け付けとも行っていません。

広
告
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会場 行事 期日 受付時間 対象・内容

保健福祉
会館

１歳６か月児健康診査 5/1（金） 13:20 ～ 14:00 平成 25 年 9 月 25 日～ 10 月 23 日生まれ

もぐもぐ離乳食 5/19（火） ９:30 ～ ９:45 生後５、６か月のお子さんと保護者
※申し込みが必要で、参加費は 100 円です。

７か月児健康診査
ステップアップ！離乳食
絵本を配布（ブックスタート事業）

5/20（水） 13:20 ～ 13:45 平成 26 年 9 月 11 日～ 30 日生まれ

１歳児かみかみ教室 5/22（金） 9:30 ～ 10:00 平成 26 年 5 月生まれ

３歳児健康診査 5/26（火） 13:20 ～ 14:00 平成 23 年 10 月 25 日～ 11 月 12 日生まれ

３か月児健康診査 5/27（水） 13:20 ～ 13:45 平成 27 年１月 26 日～ 2 月 18 日生まれ

育児相談 5/28（木） 13:30 ～ 14:00 未就学児と保護者

２歳児歯科健康診査 5/29（金） 13:20 ～ 14:00 平成 24 年 11 月生まれ

新里町
保健文化
センター

３歳児健康診査 5/18（月） 13:20 ～ 14:00 平成 23 年 11 月１日～平成 24 年 2 月5 日生まれ

育児相談 5/21（木） 13:30 ～ 14:00 未就学児と保護者

１歳児かみかみ教室 5/25（月） 9:30 ～ 10:00 平成 26 年 4 月 2 日～ 6 月 30 日生まれ

問い合わせ＝健康づくり課（☎ 47‐1152）、新里保健センター☎（74‐5550）
乳・幼児　健康診査など

問い合わせ＝健康づくり課（☎ 47‐1152）
ワクチンの種類 回数 対象者 予診票配布方法など

ヒブ 初回は３回（27 日以上の間隔） 
追加は１回（初回終了後 7 か月以上の間隔） 生後２か月から60 か月に至るまで                             

※接種開始月・年齢によって回数が
異なります。

保健師による訪問など小児用肺炎球菌
初回は３回（27 日以上の間隔 ) 
追加は１回（初回終了後 60 日以上の間隔をおいて生後
12 か月以降）

ＢＣＧ １回 生後１歳に至るまで

四種混合 １期初回は３回（20 日以上の間隔）                           
１期追加は１回（1 期初回終了後 12 か月以上の間隔） 生後３か月から90 か月に至るまで

ポリオ
（不活化）

初回は３回（20 日以上の間隔）                                   
追加は１回（1 期初回終了後 12 か月以上の間隔） 生後３か月から90 か月に至るまで（四

種混合対象者以外） 対象者には配布済み
三種混合 １期初回は３回（20 日～ 56 日の間隔）                          

１期追加は１回（1 期初回終了後 12 か月以上の間隔）
麻しん
風しん

１期 １回 生後 12 か月から24 か月に至るまで 保健師による訪問など
２期 １回 H21.4.2 ～ H22.4.1 生まれ 4 月上旬郵送

水 痘 
（水ぼうそう）

＜標準的な接種＞ 
初回接種は生後 12 か月から15 か月未満に 1 回 
追加接種は初回接種終了後、６か月から12 か月未満に
１回

生後 12 か月から36 か月に至るまで
※り患者・任意接種 2 回接種済者
は対象外

保健師による訪問など

　

日　

本　

脳　

炎

１期 １期初回は２回（6 日以上の間隔）
１期追加は１回（1 期初回終了後６か月以上の間隔） 生後 36 か月から90 か月に至るまで 保健師による訪問など

１期特例
措置 １期未接種分の回数 Ｈ7.4.2 ～Ｈ19.4.1 生まれで 90 か

月以上 20 歳未満の未接種者 健康づくり課
２期 １回 9 歳以上 13 歳未満（1 期終了者）

２期特例
措置 ２期未接種ならば１回

Ｈ7.4.2 ～Ｈ19.4.1 生まれで 13 歳
以上 20 歳未満の未接種者（１期
終了者）

健康づくり課（H9 年
度生まれの者には 4 月
上旬郵送）

二種混合 １回 11 歳以上 13 歳未満（通知は小学
生 6 年時） 4 月上旬郵送

子宮頸がん 
（ヒトパピローマウ
イルス）

初回は２回、追加は１回                                                                 
※使用するワクチンによって接種間隔が異なります。

中学１年生から高校１年生相当の女
子（標準接種年齢は中学１年生）

3 月18 日現在、積極
的勧奨はしていません。

　定期予防接種の対象者に、下の表のとおり予診票を配布します。予防接種協力保険
医療機関に連絡の上、予診票と母子健康手帳を持参して、接種を受けてください。

※「に至るまで」「未満」はその年齢の誕生日（○か月になる日）の前日までのことです。

子供の予防接種はお早めに
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  東部児童相談所巡回相談
　発達が気掛かりなお子さんに東部
児童相談所の専門スタッフや医師が、
相談判定や助言指導を行います。
期日＝５月14日（木）
時間＝午前10時～午後３時
場所＝保健福祉会館
申し込み＝電話で子育て支援課（市
役所１階、☎内線250）へ

Ｑ : ２歳の男の子です。どこで
もひっくり返って怒るので連
れ出すのがいやになります。
Ａ : 子供は、大人の都合など考
えず思いのまま行動するので
大人は辛い時があります。分か
る範囲内で子供の気持ちを受
け止め言葉で返していくと良
いと思います。外出先で怒りだ
したら子供が安心できる場所
に移動し、自分の気持ちを伝え
られるまで待ちましょう。
問い合わせ＝子育て支援課（☎
内線 251）へ

●産前編
対象＝７月から８月までに出産予定
の妊婦と夫
◆第１回（みどり市との連携交流事業）
　「お産の経過を知ろう、産後の生
活と母乳育児」と題したお話と、助
産師が希望者の相談に応じます。
期日＝５月19日（火）
時間＝午後１時30分～３時30分
◆第２回
　歯科講話、歯科診察を行います。
期日＝５月25日（月）
時間＝午後１時30分～３時30分
◆第３回
　「妊娠をきっかけに見直そう！食
生活」と題したお話と「パパの調理
実習、ママの妊婦体操、赤ちゃんの
お風呂の入れ方体験、パパの妊婦体
験」などです。
期日＝５月30日（土）
時間＝午前10時15分～午後３時
費用＝１人400円

みどり市との連携・交流事業
みどり市パパママクラス
  みどり市パパママクラスのママク
ラス２日目に参加できます。歯科医
師などの講話や妊婦体操です。
期日＝５月20日（水）
時間＝午後１時～４時
場所＝笠懸保健センター
申し込み＝５月１日（金）までに、
電話で笠懸保健センター（☎76‐
2510）へ。　　　　

児童扶養手当・特別児童扶養
手当給付額の変更
　物価などの変動に伴い、４月（８
月支給分）から児童扶養手当・特別
児童扶養手当の金額が次のとおり引
き上げられました。
変更後の額※カッコ内は変更前の額
<児童扶養手当（月額）>
◆全部支給＝42,000円（41,020円）
◆一部支給＝41,990円～9,910円　
（41,010円～9,680円）※２子加算の
5,000円、３子以降加算の3,000円は
変わりません。
<特別児童扶養手当（月額）> 
◆１級＝51,100円（49,900円）
◆２級＝34,030円（33,230円）
問い合わせ＝子育て支援課（☎内線
268）

ママ＆パパ教室
　各日とも開始15分前から受け付け
ます。当日は、母子健康手帳・筆記
用具を持参してください。
場所＝保健福祉会館２階
募集＝20組
申し込み＝各教室の１週間前までに、
電話で健康づくり課（☎47‐1152）
●産後編
　赤ちゃんとのふれあい遊び、交流
会、赤ちゃんの足形をとります。
期日＝５月25日（月）
時間＝午後１時30分～３時30分
対象＝生後３か月くらいまでの赤ち
ゃんと母親

子育て ナビゲーション

群馬こども救急相談
　休日や夜間（翌朝８時まで）
に子供が急に具合が悪くなっ
たとき相談に応じます。

☎♯８０００（短縮）

　市内に居住する３歳未満（申し込
み時）の桐生っ子を募集します。
申し込み ＝ Ｅメール （johoseisaku@
city.kiryu.lg.jp）にお子さんの氏名（フ
リガナ）、生年月日、住所、保護者氏
名（フリガナ）、電話番号とお子さん
へのメッセージ（40 文字以内）を記
入し、お子さんの画像データを添付
の上、情報政策課（☎内線 506）に
申し込んでください。

パチリい
い顔

桐生っ子

櫻
さくらい

井　玖
く う

羽ちゃん
３歳１か月

（相生町五丁目）

松
まつもと

本　大
だいすけ

介ちゃん
１歳９か月

（川内町二丁目）

堀
ほりぐち

口　航
わたる

ちゃん
１歳７か月

（境野町七丁目）
もうすぐ弟か妹ができ
てお兄ちゃんになるね。
これからも元気に育っ
てね。

いつまでも笑顔をたやさ
ないでね！ちなみに、マ
フラーは桐工染織科のも
ので、お気に入り！

あなたのおかげで、笑顔
がいっぱいの毎日です。
玖羽ちゃんありがとう。
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帯の人は無料です。
申し込み＝電話で希望する保険医療
機関へ。接種を受ける際に、予診票
を保険医療機関へお持ちください。
●任意接種
　費用助成は生涯で１回のみです。
　過去５年以内に同ワクチンの接種
を受けた人は接種できません。
　協力保険医療機関以外での接種や、
同ワクチン以外の場合は費用助成の
対象となりません。
　任意接種を受けた場合、その後は
定期接種の対象にならないので御注
意ください。
場所＝桐生市医師会に登録した接種
医のいる協力保険医療機関（事前に
お問い合わせください）。
対象＝市内に居住していて、接種日
に75歳以上で、定期接種対象外の人。
本人負担金＝接種費用から2,000円
を差し引いた金額。接種費用は、各
協力保険医療機関により異なります。
申し込み＝電話で希望する保険医療
機関へ。接種を受ける際には健康保
険被保険者証（生活保護世帯の人は
介護保険被保険者証）を持参してく
ださい。
問い合わせ＝健康づくり課

　高齢者の肺炎球菌予防接種
　費用を一部助成

　使用するワクチンは、定期接種、
任意接種とも、「23価肺炎球菌ワク
チン」です。任意の接種であり、強
制するものではありません。
期間＝４月１日（水）～平成28年３月
31日（木）
●定期接種
　対象者には、４月上旬から定期接
種用の予診票を郵送します。予診票
が送付された人でも、過去に同ワク
チンの接種を受けていると定期接種
は受けられません。接種を受けたこ
とがない場合に限り、生涯１回、実
施期間中に定期接種を受けられます。
場所＝桐生市医師会に登録した接種
医のいる保険医療機関（ただし桐生
厚生総合病院は、かかりつけの人の
み）と群馬県内相互乗り入れ予防接
種に協力する保険医療機関
対象＝①平成27年度中に65・70・
75・80・85・90・95・100歳になる
人②接種日に60歳以上65歳未満で、
心臓・腎臓・呼吸器疾患・免疫不全
の身体障害者手帳１級を持つ人。
本人負担金＝2,000円※生活保護世

　　　巡回健康相談

　保健師・栄養士などが健康相談に
応じます。
期日＝４月16日（木）
時間＝午後１時30分～２時30分
場所＝黒保根町保健センター
問い合わせ＝健康づくり課

　なんでも栄養相談

　管理栄養士が相談に応じます。
期日＝４月20日（月）
時間＝午前８時30分～午後５時
場所＝保健福祉会館
対象＝市内に居住する人
申し込み＝電話で健康づくり課へ

　みんなのけんこうカレンダー

　平成28年３月までの各種検診や乳
幼児健康診査などを掲載したカレン
ダーを配布しています。
配布場所＝保健福祉会館、新里町保
健文化センター、黒保根町保健セン
ター、総合案内所（市役所１階）、
子育て支援課（市役所１階）、各公
民館、新里・黒保根支所。市ホーム
ページにも有ります。
問い合わせ＝健康づくり課

人間ドック助成
　桐生市国民健康保険（国保）加入者と後期高齢者医療制
度加入者を対象とした人間ドックの費用助成の申請を受け
付けます。なお、検査内容が重複するため、この人間ドッ
クと新わたらせ健康診査の両方は受けられません。
受診期間＝５月１日（金）～平成28年１月30日（土）
●日帰りドック
　内科診察、血圧測定、血液検査、尿検査、胸部エックス
線検査、心電図検査、腹部超音波検査、便潜血反応検査、
胃内視鏡検査又は胃透視検査です。
●日帰り脳ドック（40歳以上の人）
　日帰り人間ドックの検査内容と、ＭＲＩ（核磁気共鳴画
像法）、ＭＲＡ（磁気共鳴血管撮影）による脳と脳血管の
検査です。
対象＝国保税又は後期高齢者医療保険料を完納している人
本人負担金＝日帰りドックは11,430円（胃内視鏡検査の場
合は12,840円）、日帰り脳ドックは34,750円（胃内視鏡検
査の場合は36,160円）
申請期間と受付場所
　４月13日（月）から５月29日（金）までは、保健福祉会

館、新里町保健文化センター、黒保根町保健センタ
ー、市役所１階の医療保険課、新里・黒保根支所、境
野・広沢・梅田・相生・川内・菱公民館で受け付けま
す。６月１日（月）から12月28日（月）までは、保健
福祉会館、新里町保健文化センター、黒保根町保健セ
ンターで受け付けます。　　　　　　　　　　　　　
　申請には、国保被保険者証又は後期高齢者医療被保
険者証を持参してください。５月中旬以降に申請する
場合は、平成27年度新わたらせ健康診査受診券（５月
中旬に発送予定）も持参してください。　　　　　　
　申請用紙は受付場所のほか、市ホームページに有り
ます。郵送で申請する場合には、12月28日（月）まで
（必着）に、健康づくり課成人保健係（〒376‐0045 
末広町13‐４）へ申請書をお送りください。
　助成が決定した人には、決定通知書を随時、郵送し
ます。同封の保険医療機関一覧表を確認の上、４月22
日（水）から希望する実施保険医療機関へ直接、お申
し込みください。
問い合わせ＝健康づくり課　　
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健康づくり課（☎ 47 ‐ 1152）
新里保健センター（☎ 74 ‐ 5550）
黒保根保健センター（☎ 96 ‐ 2266）

休日当番医・接骨院は変更になる場合がありますので、事前に御確認ください。

救急病院案内テレホン
☎ 22 ‐ 0099（24 時間対応）

　４・５月　休日当番医  時間：午前９時～午後６時

期日 診療科目 病医院（電話番号） 場所

４月５日
（日）

外・内科
小児科
内科
皮膚科

水谷胃腸科外科医院（45‐2525）
みらいこどもクリニック（47‐8200）
ふじう医院（54‐3851）
相生ひふ科医院（52‐7939）

三吉町二丁目
みどり市笠懸町
広沢町五丁目
相生町二丁目

12 日
（日）

外・内・眼科
泌・内・小児科
内科
耳鼻咽喉科

高木病院（53‐7711）
きたむらクリニック（30‐7577）
菊地医院（45‐2883）
金子耳鼻咽喉科医院（53‐1133）

相生町五丁目
みどり市大間 町々
琴平町
広沢町三丁目

19 日
（日）

外・内・児・整形外科
内・児・神経内科
内科
眼科

恵愛堂病院（73‐2211）
森田クリニック（54‐8340）
藤井内科医院（44‐8897）
袖野眼科医院（44‐4814）

みどり市大間 町々
相生町二丁目
境野町六丁目
仲町二丁目

26 日
（日）

内・外・整形外科
内・小児科
内科
耳鼻咽喉科

東邦病院（76‐6311）
金沢医院（52‐0898）
まろ医院（44‐6031）
大前医院（22‐3387）

みどり市笠懸町
相生町一丁目
本町三丁目
本町四丁目

29 日
（祝）

整形外科
内・小児科
内科

鈴木整形外科クリニック（53‐1170）
下山内科医院（74‐3322）
さいとう内科クリニック（47‐7770）

相生町五丁目
新里町新川
みどり市笠懸町

５月３日
（祝）

内・外科
内・小児科
内・循環器科
眼科

赤南診療所（74‐8344）
前川内科医院（53‐4114）
山口クリニック（54‐4153）
青木眼科（72‐7070）

新里町小林
相生町二丁目
広沢町六丁目
みどり市大間 町々

４日
（祝）

内・外・整形外科
内・児・循・消化器科
内科
神・内科

東邦病院（76‐6311）
いずみ内科（20‐8080）
下山医院分院（74‐3320）
阿部医院（53‐5411）

みどり市笠懸町
境野町六丁目
新里町新川
相生町一丁目

５日
（祝）

外・内・眼科
児・内科
循・内科
整形外科

高木病院（53‐7711）
小児科小川醫院（44‐6008）
はせがわ循環器内科クリニック（44‐9041）
石川整形外科医院（22‐8611）

相生町五丁目
東五丁目
新宿二丁目
天神町三丁目

６日
（振休）

外・内・児・整形外科
内・児・循・消・呼吸器科
内科
産・婦・内科

恵愛堂病院（73‐2211）
星野クリニック（44‐1125）
クリニック樹（30‐8808）
たかのす診療所（65‐9229）

みどり市大間 町々
小曽根町
みどり市笠懸町
川内町二丁目

　４・５月　休日当番接骨院
時間：午前９時～午後３時　

期日 接骨院（電話番号） 場所

4月5日
（日）

吉田接骨院（52‐0606）
澤接骨院（53‐9966）

相生町二丁目
相生町一丁目

12 日
（日）

福間接骨院（44‐5100）
中島接骨院（22‐8555）

東七丁目
宮前町一丁目

19 日
（日）

大川接骨院（44‐1151）
かわち接骨院（32‐6654）

境野町一丁目
みどり市大間 町々

26 日
（日）

今井接骨院（43‐1111）
近藤接骨院（72‐1455）

東一丁目
みどり市大間 町々

29 日
（祝）

藤倉接骨院（43‐5374）
なかじま接骨院（73‐6902）

境野町六丁目
みどり市大間 町々

5月3日
（祝）

周藤接骨院（44‐5827）
みのる接骨院（55‐1511）

境野町二丁目
相生町二丁目

４日
（祝）

小林接骨院（46‐2038）
馬場接骨院（73‐7455）

東七丁目
みどり市大間 町々

５日
（祝）

岩崎接骨院（47‐2204）
かなめ接骨院（53‐6110）

東一丁目
相生町五丁目

６日
（振休）

中島接骨院仲町（43‐4117）
奥澤接骨院（76‐2036）

仲町二丁目
みどり市笠懸町

接骨院により時間を延長する場合があります。

休日当番歯科医 時間：午前 10 時～午後３時

　場　　所：歯科医師会館
　　　　　　堤町三丁目３‐２
　　　　　　（赤岩橋堤町側交差点付近）
　電話番号：45‐1397

平日夜間急病診療所 ☎ 47 ｰ 2501
期日＝月～土曜日（祝日を除く）
時間＝午後７時 30 分～ 10 時 30 分
診療科目＝内科、小児科
場所＝桐生メディカルセンター１階

大人の風しん予防接種費用を一部助成
　費用助成は生涯で１人１回のみです。協力保険医療機関
以外で接種される場合は対象となりません。任意の接種で
あり、強制するものではありません。
期間＝４月１日（水）～平成28年３月31日（木）
場所＝桐生市医師会に登録した接種医のいる協力保険医療
機関
対象＝接種日に住民登録があり、次のいずれかに該当する
人①妊娠を予定又は希望する女性とその夫など②妊娠中の
女性の夫など。ただし、妊娠中、妊娠の疑いがある人、又
は過去に風しんにかかったことがある人及び風しんの予防
接種を２回受けている人を除く。

助成金額＝麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチン5,000
円、風しん単独ワクチン3,000円。接種費用から助成
金額を差し引いた額をお支払いください。費用は、各
協力保険医療機関により異なります。
申請方法＝予防接種を受ける前に、印を持参して、保
健福祉会館、新里町保健文化センター、黒保根町保健
センターへ。
　申請後に予診票が交付されます。協力保険医療機関
へ予約し、予診票を持参の上、接種を受けてくださ
い。
問い合わせ＝健康づくり課　　　　
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り
被
害
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
こ
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
を

改
正
し
、
次
の
と
お
り
定
め

ま
し
た
。

○
主
な
改
正
内
容

　

再
生
資
源
の
持
ち
去
り
行

為
を
行
っ
た
者
に
対
し
て
、

行
政
指
導
を
行
い
、
従
わ
な

い
場
合
は
20
万
円
以
下
の
罰

金
を
科
す
な
ど
。

○
施
行
期
日

　

４
月
１
日
（
水
）

○
罰
則
の
適
用
期
日

　

７
月
１
日
（
水
）

○
持
ち
去
り
を
見
か
け
た
ら

　

再
生
資
源
の
持
ち
去
り
は

許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。
持

ち
去
り
行
為
を
見
か
け
た
り
、

情
報
が
あ
っ
た
り
し
た
と
き

は
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
清
掃
セ

ン
タ
ー
清
掃
係
（
☎
74
１
０

１
４
）
へ
。

　

４
月
１
日
（
水
）
か
ら
施
行
さ

れ
る
「
桐
生
市
ポ
イ
捨
て
等
防
止

に
関
す
る
条
例
」
の
概
要
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
ポ
イ
捨
て
な
ど
と
は

　

公
共
の
場
所
や
個
人
が
所
有
す

る
土
地
に
空
き
缶
、
空
き
瓶
、
紙

く
ず
、
た
ば
こ
の
吸
殻
そ
の
他
の

も
の
を
み
だ
り
に
捨
て
る
こ
と
と
、

飼
い
犬
の
ふ
ん
を
処
理
せ
ず
放
置

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

○
条
例
適
用
の
場
所

　

条
例
の
適
用
場
所
は
、
市
内
全

域
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

道
路
、
公
園
、
河
川
な
ど
の
公

共
の
場
所
や
、
駐
車
場
や
建
物
の

敷
地
な
ど
の
個
人
が
所
有
す
る
土

地
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
条
例
の
対
象
者

　

市
内
に
居
住
又
は
勤
務
・
通
学

す
る
人
だ
け
で
な
く
、
一
時
的
に

市
内
に
滞
在
し
た
り
通
過
し
た
り

す
る
人
も
含
ま
れ
ま
す
。

○
禁
止
行
為

　

公
共
の
場
所
や
個
人
が
所
有
す

る
土
地
で
、
ポ
イ
捨
て
や
飼
い
犬

の
ふ
ん
を
放
置
す
る
こ
と
を
禁
止

し
ま
す
。

○
罰
則
規
定

　

罰
則
に
つ
い
て
は
、
ポ
イ
捨
て

な
ど
の
禁
止
行
為
を
行
っ
た
違
反

者
が
市
職
員
に
よ
る
口
頭
指
導
、

書
面
勧
告
、
書
面
命
令
に
従
わ
な

い
と
き
は
、
罰
則
５
万
円
以
下
に

処
せ
ら
れ
ま
す
。

※
罰
則
の
適
用
は
、
７
月
１
日

（
水
）
か
ら
と
な
り
ま
す
。

○
ポ
イ
捨
て
な
ど
の
現
場
を
発
見

し
た
ら

　

ポ
イ
捨
て
に
つ
い
て
は
環
境
課

へ
、
飼
い
犬
の
ふ
ん
の
放
置
に
つ

い
て
は
市
民
生
活
課
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

○
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ポ
イ
捨
て

な
ど
の
情
報
提
供
が
あ
っ
た
場
合

　

市
の
職
員
が
現
地
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
こ
の
結
果
を
受
け
て
、

監
視
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
や
啓

発
看
板
の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
課
ご
み

減
量
係
（
☎
内
線
４
５
２
）
又
は

市
民
生
活
課
男
女
共
同
参
画
推

進
・
生
活
係
（
☎
内
線
３
１
７
）

へ
。

ま
ち
は
ご
み
箱
で
は
あ
り
ま
せ
ん

犬のふんは飼い主が持ち帰りましょう
ポイ捨ては条例で禁止
されています

　

４
月
１
日
か
ら
、「
桐
生
市
ポ
イ
捨
て
等
防
止
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
条
例

は
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
飼
い
犬
の
ふ
ん
を
放
置
す
る
行
為
を
未
然
に
防
止
し
て
、
環
境
美
化
に

対
す
る
意
識
の
向
上
と
清
潔
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

ポイ捨ては罰則５万円以下
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